
 

 

    

『

オ

ー

バ

ー

ブ

ル

ー

』 

           

 
 

 
 

 
 

菊

池

涼

太 

   



 

 

あ

ら

す

じ

 

大

学

四

年

生

の

別

府

智

治

(
2

1
)

は

教

員

を

目

指

し

、

私

立

北

岡

高

等

学

校

の

採

用

試

験

を

受

け

る

。

試

験

の

内

容

は

、

自

身

が

転

校

生

と

し

て

高

校

三

年

生

に

な

り

、

そ

の

状

況

下

で

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

の

、

勉

強

へ

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

上

げ

ら

れ

る

か

で

判

断

さ

れ

る

。

潜

入

捜

査

、

い

や

潜

入

試

験

と

い

う

一

風

変

わ

っ

た

も

の

だ

っ

た

。

 

 

あ

る

日

、

商

店

街

で

喧

嘩

を

目

撃

し

た

別

府

は

、

ヤ

ン

キ

ー

が

多

い

学

校

に

違

い

な

い

と

、

気

合

を

入

れ

転

校

す

る

が

、

ご

く

ご

く

普

通

の

生

徒

達

。

戸

惑

い

な

が

ら

も

、

ま

ず

は

寝

て

い

る

生

徒

を

起

こ

そ

う

と

し

、

そ

の

生

徒

が

喧

嘩

を

し

て

い

た

立

川

恭

介

(
1

7
)

だ

と

分

か

る

。
次

の

日

か

ら

接

近

を

試

み

る

が

、

そ

の

日

以

降

立

川

は

登

校

し

て

こ

な

か

っ

た

。

話

し

か

け

て

く

れ

た

鈴

元

文

太

(
1

7
)

と

仲

良

く

な

り

、

隣

の

ク

ラ

ス

の

南

伊

織

(
1

7
)

と

米

野

裕

子

(
1

7
)

、

四

人

で

遊

び

に

行

く

こ

と

に

な

る

。

高

校

生

活

に

浮

か

れ

て

い

た

別

府

は

、

あ

る

事

件

に

巻

き

込

ま

れ

る

。

町

の

不

良

達

に

襲

わ

れ

た

の

だ

。

そ

し

て

立

川

も

襲

わ



 

 

れ

て

入

院

し

て

い

る

事

、

立

川

と

関

係

が

あ

っ

た

奴

ら

が

狙

わ

れ

て

い

る

事

を

知

る

。

別

府

は

向

か

い

撃

つ

覚

悟

を

決

め

る

が

、

返

り

討

ち

に

合

い

、

文

太

ま

で

入

院

さ

せ

て

し

ま

う

。

病

院

を

抜

け

出

し

た

立

川

と

、

ほ

ぼ

初

対

面

の

別

府

だ

っ

た

が

、

タ

バ

コ

を

吸

い

交

わ

し

、

二

人

で

敵

に

挑

む

。

な

ん

と

黒

幕

は

同

じ

高

校

の

生

徒

、

し

か

も

別

府

と

同

じ

く

潜

入

試

験

を

受

け

て

い

た

佐

野

ユ

ウ
(
2

1
)

だ

っ

た

。

 

 

な

ん

と

か

敵

を

倒

し

た

帰

り

道

、

そ

れ

ぞ

れ

の

恋

が

揺

れ

動

く

。

そ

し

て

、

も

う

一

人

潜

入

し

て

い

た

人

物

が

居

た

。

 

         



 

 

登

場

人

物

 

別

府

智

治

(
2

1
)
 

葛

飾

大

学

教

育

学

部

四

年

 

川

古

史

也

(
2

1
)
 

別

府

の

大

学

の

友

人

 

 

北

岡

高

校
 

立

川

恭

介

(
1

7
)
 

三

年

 

鈴

元

文

太

(
1

7
)
 

三

年
 

南

 

伊

織

(
1

7
)
 

三

年

 

米

野

裕

子

(
1

7
)
 

三

年

 

武

 
 

航

(
1

6
)
 

二

年

 

佐

野

ユ

ウ

(
1

7
)
 

三

年

、

生

徒

会

 

松

下

玄

一

(
5

7
)
 

校

長

先

生

 

鳥

越

真

美

(
3

0
)
 

英

語

教

師

 

 

田

中

(
1

6
)
 

殿

見

高

校

二

年

 

相

見

(
1

8
)
 

町

の

不

良

 

二

階

堂

(
1

8
)
 

町

の

不

良

 

バ

イ

ト

先

の

後

輩

(
1

6
)
 

 

ば

あ

ち

ゃ

ん

(
7

0

代

)
 

ミ

ニ

鉄

道

運

転

手

(
6

0

代

)
 

電

車

の

車

掌

(
4

0

代

)
 

 



1 

 

○

商

店

街

・

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

二

階

 

 
 

 

別

府

智

治

(
2

1
)

、

コ

ー

ラ

を

飲

ん

で

い

る

。

 

 
 

 

遅

れ

て

や

っ

て

く

る

川

古

史

也

(
2

1
)

。

 

別

府

「

あ

」

 

川

古

「

ど

う

し

た

の

急

に

」

 

別

府

「

い

や

な

ん

と

な

く

」

 

川

古

「

今

日

説

明

会

で

し

ょ

？

教

員

採

用

試

験

の

」

 

別

府

「

お

う

」

 

川

古

「

ど

う

だ

っ

た

の

？

」

 

別

府

「

俺

、

大

学

で

こ

っ

ち

来

た

か

ら

わ

か

ん

な

い

ん

だ

け

ど

さ

」

 

川

古

「

う

ん

」

 

別

府

「

こ

の

辺

さ

、

ヤ

ン

キ

ー

と

か

多

い

感

じ

？

」

 

川

古

「

え

、

ち

ら

ほ

ら

と

は

居

る

と

思

う

け

ど

、

そ

ん

な

で

も

な

い

と

思

う

よ

」

 

別

府

「

ふ

ー

ん

」

 

川

古

「

何

だ

よ

」

 

別

府

「

じ

ゃ

何

で

だ

ろ

」

 

川

古

「

よ

く

わ

か

ん

な

い

け

ど

、

北

岡

高

校

が

悪

い

な

ん

て

聞

い

た

こ

と

な

い

よ

」

 



2 

 

別

府

「

そ

っ

か

」

 

 
 

 

別

府

、

ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

と

コ

ー

ラ

を

川

古

に

渡

す

。

 

川

古

「

セ

ン

キ

ュ

」

 

 
 

 
川

古

、
商

店

街

を

歩

く

北

岡

生

を

見

つ

け

る

。 

川

古

「

あ

れ

だ

よ

北

岡

、

学

ラ

ン

の

奴

」

 

別

府

「

お

ー

」

 

 

○

商

店

街

 

 
 

 

立

川

恭

介

(
1

7
)

、

武

航

(
1

6
)

と

共

に

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

反

対

か

ら

殿

見

高

校

の

田

中

(
1

6
)

と

、

殿

見

生

達

が

歩

い

て

く

る

。

 

 
 

 

止

ま

っ

て

睨

み

合

う

両

者

。

 

航

 

「

な

ん

だ

コ

ラ

」

 

田

中

「

あ

れ

、

立

川

さ

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

 

航

 

「

立

川

さ

ん

こ

い

つ

殿

見

の

田

中

で

す

よ

」

 

立

川

「

知

っ

て

る

よ

」

 

田

中

「

ご

存

知

だ

な

ん

て

光

栄

で

す

ね

」

 

航

 

「

何

し

に

来

た

ん

だ

よ

殿

見

の

奴

ら

が

」

 



3 

 

田

中

「

掃

除

で

す

よ

掃

除

。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

が

趣

味

で

し

て

ね

」

 

航

 

「

ほ

う

ほ

う

え

れ

ー

こ

っ

た

、

そ

の

髪

切

っ

て

ホ

ウ

キ

に

し

て

や

ろ

う

か

コ

ノ

ヤ

ロ

ー

」

 

 
 

 
空

き

缶

を

捨

て

る

殿

見

生

１

。

 

殿

見

生

１

「

金

魚

の

フ

ン

は

黙

っ

て

ろ

よ

」

 

航

 

「

こ

の

」

 

 
 

 

航

、
行

こ

う

と

す

る

が

立

川

に

止

め

ら

れ

る

。 

田

中

「

汚

物

を

ね

、

掃

除

し

よ

う

と

思

っ

て

」

 

立

川

「

拾

え

」

 

田

中

「

あ

ん

た

ら

見

て

る

と

気

分

悪

い

ん

だ

よ

」

 

立

川

「

拾

え

」

 

田

中

「

そ

ん

な

に

痛

い

目

に

合

い

た

い

で

す

か

？

」

 

立

川

「

最

後

だ

、

拾

え

」

 

田

中

「

は

ー

、

忠

告

し

ま

し

た

よ

俺

」

 

 
 

 

立

川

、

田

中

の

話

を

聞

か

ず

に

ス

タ

ス

タ

と

歩

い

て

い

く

。

 

田

中

「

聞

こ

え

て

な

い

の

か

な

ー

、

便

器

に

顔

当

て

て

」

 

 
 

 

立

川

、
殿

見

生

１

に

右

ハ

イ

キ

ッ

ク

、
倒

す

。

 



4 

 

田

中

「

耳

の

穴

に

ウ

ォ

シ

ュ

レ

ッ

ト

・

・

・

」

 

 
 

 

田

中

、

振

り

返

る

。

 

田

中

「

・

・

・

」

 

立

川

「

最

後

っ

て

言

っ

た

よ

な

」

 

田

中

「

え

、

え

」

 

 
 

 

立

川

、

田

中

の

胸

ぐ

ら

を

掴

む

。

 

立

川

「

耳

の

穴

が

な

ん

だ

」

 

田

中

「

え

、

い

や

、

あ

の

」
 

立

川

「

脳

み

そ

ま

で

聞

こ

え

る

よ

う

に

、

か

っ

ぽ

じ

っ

て

や

ろ

う

か

」

 

 
 

 

田

中

、

宙

に

浮

く

。

 

田

中

「

ち

、

違

う

ん

で

す

。

い

、

今

か

ら

、

そ

い

つ

に

拾

わ

せ

よ

う

と

」

 

航

 

「

久

々

に

あ

れ

が

」

 

立

川

「

い

く

ぞ

」

 

田

中

「

や

、

や

め

、

や

め

て

く

だ

、

さ

い

」

 

 
 

 

田

中

、

お

漏

ら

し

す

る

。

 

 

○

(

戻

っ

て

)

同

・

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

二

階

 

 
 

 

別

府

と

川

古

、

氷

だ

け

に

な

っ

た

コ

ー

ラ

を



5 

 

吸

い

続

け

て

い

る

。

 

川

古

「

・

・

・

言

う

て

さ

、

教

師

に

な

っ

て

か

ら

考

え

れ

ば

い

ん

じ

ゃ

ね

」

 

別

府

「

そ

の

教

師

に

な

る

為

に

考

え

な

き

ゃ

い

け

な

い

ん

だ

よ

」

 

川

古

「

は

？

」
 

航

の

声

「

は

い

そ

こ

、

し

っ

か

り

」

 

 
 

 

ズ

ボ

ン

が

体

操

着

の

田

中

と

、

殿

見

生

達

が

商

店

街

を

掃

除

し

て

い

る

。

 

航

の

声

「

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

は

趣

味

じ

ゃ

な

く

て

気

持

ち

だ

ろ

ー

が

」

 

 

○

北

岡

高

校

・

正

門

 

 
 

 

『

私

立

北

岡

高

等

学

校

』

の

表

札

。

 

 

○

同

・

駐

輪

場

 

 
 

 

生

徒

達

が

や

っ

て

く

る

。

 

生

徒

１

「

久

し

ぶ

り

」

 

生

徒

２

「

ね

ー

久

し

ぶ

り

、

春

休

み

一

回

も

会

わ

な

か

っ

た

ね

」

 



6 

 

生

徒

１

「

う

ち

ら

仲

悪

い

？

」

 

生

徒

２

「

か

も

ね

」

 

 

○

同

・

廊

下

 

 
 

 
生

徒

達

が

喋

っ

て

い

る

。

 

生

徒

３

「

や

ば

、

も

う

三

年

じ

ゃ

ん

」

 

生

徒

４

「

一

年

に

可

愛

い

子

入

っ

て

く

る

か

な

」

 

生

徒

３

「

な

ん

か

転

校

生

来

る

ら

し

い

よ

」

 

生

徒

４

「

マ

ジ

で

？

男

？

女

？

」
 

生

徒

３

「

俺

が

聞

い

た

話

だ

と

」

 

 

○

葛

飾

大

学

・

中

庭

 

 
 

 

川

古

、

ベ

ン

チ

に

座

っ

て

い

る

。

 

携

帯

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

入

る

。

 

 
 

 

画

面

に

は
『

し

ば

ら

く

の

間

姿

を

く

ら

ま

す

、

捜

さ

な

い

で

下

さ

い

』

と

。

 

川

古

「

別

府

の

や

つ

、

何

考

え

て

ん

だ

か

」

 

 

○

北

岡

高

校

・

階

段

 

 
 

 

別

府

、

北

岡

の

制

服

を

着

て

歩

い

て

い

る

。

 



7 

 

別

府

「

ふ

ー

」

 

 

○

(

回

想

)

北

岡

高

校

・

会

議

室

 

 
 

 

別

府

、

個

別

式

の

教

員

採

用

試

験

説

明

会

を

受

け

て

い

る

。

 

 
 

 

校

長

先

生

の

松

下

玄

一

(
5

7
)

、

向

か

い

に

座

っ

て

い

る

。
 

別

府

「

ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

校

長

「

我

が

校

の

三

年

生

に

な

っ

て

も

ら

い

ま

す

」

 

別

府

「

え

っ

と

、

そ

れ

は

」

 

校

長

「

転

校

生

と

し

て

、

高

校

三

年

生

の

一

学

期

を

共

に

過

ご

し

て

も

ら

い

ま

す

」

 

別

府

「

・

・

・

つ

ま

り

」

 

校

長

「

そ

の

状

況

下

で

、

生

徒

達

の

勉

強

へ

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

上

げ

ら

れ

れ

ば

合

格

で

す

」

 

別

府

「

・

・

・

え

？

」

 

校

長

「

潜

入

捜

査

、

い

や

、

潜

入

試

験

と

い

っ

た

所

で

す

か

ね

」

 

 

○

北

岡

高

校

・

廊

下

 



8 

 

 
 

 

別

府

、

歩

い

て

い

る

。

 

別

府

Ｍ

「

こ

な

い

だ

の

喧

嘩

、

ヤ

ン

キ

ー

だ

ら

け

の

学

校

に

違

い

な

い

。

舐

め

ら

れ

た

ら

や

ら

れ

る

ぜ

」
 

 
 

 
３

年

１

組

の

前

に

、

英

語

教

師

の

鳥

越

真

美

(
3

0
)

が

立

っ

て

い

る

。

 

鳥

越

「

来

た

来

た

、

あ

れ

、

雰

囲

気

変

わ

っ

た

ね

」

 

 
 

 

別

府

、

無

視

し

て

勢

い

よ

く

教

室

に

入

る

。

 

鳥

越

「

あ

、

ち

ょ

っ

と

」

 

 

○

同

・

３

年

１

組

 

 
 

 

別

府

、

黒

板

に

名

前

を

書

い

て

、

教

壇

の

机

を

叩

く

。

 

別

府

「

転

校

生

の

別

府

智

治

、

夜

露

死

苦

！

」

 

生

徒

達

「

・

・

・

」

 

 
 

 

ご

く

ご

く

普

通

な

生

徒

達

。

 

別

府

「

・

・

・

」

 

鳥

越

「

別

府

君

緊

張

し

て

る

の

か

な

、

み

ん

な

よ

ろ

し

く

ね

」

 

別

府

「

あ

れ

？

ヤ

ン

キ

ー

は

？

」
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ざ

わ

ざ

わ

し

て

い

る

生

徒

達

。

 

 
 

 

鈴

元

文

太

(
1

7
)

、

立

川

に

話

し

か

け

る

。

 

文

太

「

恭

介

、

な

ん

か

面

白

そ

う

な

奴

入

っ

て

き

た

ね

」
 

立

川

「

ん

、

あ

あ

」

 

 

タ

イ

ト

ル

『

オ

ー

バ

ー

ブ

ル

ー

』

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

２

組

 

 
 

 

南

伊

織

(
1

7
)

、

生

徒

１

と

喋

っ

て

い

る

。

 

生

徒

１

「

伊

織

、

１

組

に

変

な

人

転

校

し

て

き

た

っ

て

よ

」

 

伊

織

「

ど

ん

な

人

？

」

 

生

徒

１

「

め

っ

ち

ゃ

気

合

入

っ

て

る

ら

し

い

よ

」

 

伊

織

「

そ

う

な

ん

だ

」

 

生

徒

１

「

ヤ

ン

キ

ー

と

か

怖

く

な

い

？

っ

て

い

う

か

ダ

サ

い

よ

ね

」

 

伊

織

「

・

・

・

そ

う

だ

ね

」

 

生

徒

１

「

じ

ゃ

ま

た

ね

ー

」

 

伊

織

「

う

ん

、

ま

た

ね

」
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生

徒

１

、

教

室

を

出

て

い

く

。

 

伊

織

「

も

う

こ

ん

な

時

間

、

バ

イ

ト

行

か

な

き

ゃ

」

 

 
 

 

伊

織

、

帰

り

支

度

を

す

る

。

 

 

○

通

学

路
 

 
 

 

別

府

、

下

校

し

て

い

る

。

 

別

府

Ｍ

「

ど

う

い

う

事

だ

よ

、

恥

ず

か

し

す

ぎ

て

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

終

わ

っ

て

す

ぐ

帰

っ

て

き

ち

ま

っ

た

」

 

 

○

駅

前

(

夜

)
 

 
 

 

コ

ン

ビ

ニ

の

前

に

た

む

ろ

し

て

い

る

不

良

が

い

る

。

構

わ

ず

通

り

過

ぎ

る

立

川

。

 

 

○

ピ

ザ

屋

(

夜

)
 

 
 

 

伊

織

、

バ

イ

ト

し

て

い

る

。

 

 
 

 

文

太

、

デ

リ

バ

リ

ー

か

ら

帰

っ

て

く

る

。

 

文

太

「

ゲ

ロ

ゲ

ロ

ー

」

 

伊

織

「

お

疲

れ

様

」

 

文

太

「

お

疲

れ

」
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伊

織

「

今

日

忙

し

か

っ

た

ね

」

 

文

太

「

ん

と

だ

よ

、

も

う

ち

ょ

っ

と

春

休

み

の

余

韻

に

浸

り

て

ー

よ

」

 

伊

織

「

は

い

こ

れ

次

で

す

」

 

文

太

「

ま

だ

あ

っ

た

ん

か

い

」

 

伊

織

「

転

校

生

変

わ

っ

て

る

ら

し

い

ね

」

 

文

太

「

そ

う

な

ん

だ

よ

。

面

白

そ

う

な

奴

で

さ

、

話

し

か

け

よ

う

と

し

た

け

ど

、

す

ぐ

居

な

く

な

ち

ゃ

っ

て

」

 

伊

織

「

う

ん

」

 

文

太

「

い

き

な

し

『

よ

ろ

し

く

』

と

か

言

っ

て

全

員

に

メ

ン

チ

き

っ

て

て

さ

」

 

伊

織

「

う

ん

」

 

文

太

「

立

川

に

は

喧

嘩

売

る

な

よ

っ

て

忠

告

し

よ

う

と

し

た

ら

」

 

伊

織

「

ね

ぇ

」

 

文

太

「

う

ん

？

」

 

伊

織

「

ピ

ザ

冷

め

ち

ゃ

う

」

 

文

太

「

聞

い

て

き

た

か

ら

」

 

伊

織

「

冷

め

ち

ゃ

う

よ

」
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文

太

「

・

・

・

頑

張

り

マ

ン

モ

ス

」

 

伊

織

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」

 

 

○

別

府

宅

(

朝

)
 

 
 

 
別

府

、

着

替

え

て

い

る

。

 

別

府

「

こ

う

な

っ

た

ら

も

う

こ

れ

で

い

く

し

か

ね

ー

ぜ

」

 

 
 

 

別

府

、

部

屋

を

出

て

い

く

。

 

 
 

 

閉

ま

る

ド

ア

に

、

外

国

人

の

セ

ク

シ

ー

な

ポ

ス

タ

ー

が

貼

っ

て

あ

る

。

 

 
 

 

ポ

ス

タ

ー

に

は

『

死

ぬ

ま

で

に

一

回

は

金

髪

美

女

』

の

文

字

。

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

１

組

 

 
 

 

英

語

の

授

業

中

。

 

別

府

Ｍ

「

懐

か

し

い

な

ー

こ

の

感

じ

、

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

し

た

み

た

い

だ

。

に

し

て

も

静

か

だ

な

、

特

に

問

題

な

さ

そ

う

だ

け

ど

」

 

 
 

 

別

府

、

斜

め

前

の

立

川

が

寝

て

い

る

の

が

目

に

入

り

、
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別

府

Ｍ

「

な

ん

で

注

意

さ

れ

な

い

ん

だ

こ

い

つ

」

 

 
 

 

鳥

越

先

生

、

一

切

注

意

し

な

い

。

 

別

府

Ｍ

「

は

！

も

し

や

、

試

さ

れ

て

い

る

と

い

う

事

な

の

か

」

 

 
 

 
別

府

、
鳥

越

先

生

と

目

が

合

っ

た

気

が

す

る

。 

別

府

Ｍ

「

勉

強

へ

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

か

、

な

る

ほ

ど

。

鳥

越

先

生

、

可

愛

い

顔

し

て

や

る

じ

ゃ

ね

ー

か

」

 

 
 

 

別

府

、

立

川

を

起

こ

そ

う

と

す

る

。

 

 
 

 

隣

の

席

の

文

太

、

そ

れ

を

止

め

る

。

 

文

太

「

お

い

、

や

め

ろ

よ

」

 

別

府

「

え

？

」

 

文

太

「

い

た

ず

ら

す

ん

な

よ

」

 

別

府

「

違

う

、

起

こ

そ

う

と

し

て

」

 

文

太

「

い

た

ず

ら

し

て

い

い

の

俺

だ

け

だ

ぞ

」

 

別

府

「

な

ん

だ

よ

そ

れ

」

 

鳥

越

「

そ

こ

の

二

人

、

静

か

に

し

て

く

だ

さ

い

」

 

文

太

「

は

ー

い

」

 

別

府

「

・

・

・

」

 

 
 

 

立

川

、

起

き

て

後

ろ

に

振

り

返

る

。
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立

川

「

う

る

せ

ー

ぞ

文

太

」

 

文

太

「

わ

り

ぃ

わ

り

ぃ

」

 

 
 

 

別

府

、

立

川

の

顔

を

見

て

立

ち

上

が

る

。

 

別

府

「

あ

ー

！

」

 

生

徒

達

「

・

・

・

」

 

別

府

「

お

前

、

あ

ん

と

き

商

店

街

で

」

 

鳥

越

「

う

る

さ

ー

い

！

」

 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

  
 

 

授

業

は

終

わ

り

休

み

時

間

。

 

 
 

 

別

府

、

鳥

越

先

生

に

叱

ら

れ

て

い

る

。
 

鳥

越

「

ま

じ

め

に

勉

強

し

て

い

る

人

の

邪

魔

を

し

な

い

、

わ

か

っ

た

？

」

 

別

府

「

は

い

」

 

鳥

越

「

よ

し

」

 

別

府

「

あ

の

先

生

」

 

鳥

越

「

な

に

」

 

別

府

「

寝

て

る

人

に

は

注

意

し

な

い

ん

で

す

か

」

 

鳥

越

「

転

校

し

て

き

た

ば

っ

か

で

知

ら

な

い

か

」
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鳥

越

、

黒

板

の

上

に

飾

っ

て

あ

る

校

風

を

指

さ

し

、

 

鳥

越

「

う

ち

の

学

校

の

校

風

は

自

由

と

個

性

、

周

り

に

迷

惑

を

か

け

な

け

れ

ば

お

っ

け

ー

な

の

」

 

別

府

「

・

・

・

こ

れ

も

時

代

か

」

 

鳥

越

「

別

府

君

て

高

校

生

じ

ゃ

な

い

み

た

い

ね

」

 

別

府

「

え

？

知

ら

な

い

ん

で

す

か

？

」

 

鳥

越

「

何

の

事

？

」

 

別

府

「

だ

っ

て

」

 

 
 

 

別

府

、

教

室

の

ド

ア

か

ら

顔

を

出

し

て

覗

い

て

い

る

校

長

先

生

と

目

が

合

う

。
 

鳥

越

「

ど

う

し

た

の

？

」

 

別

府

「

何

で

も

な

い

で

す

、

じ

ゃ

」

 

 

○

同

・

男

子

ト

イ

レ

 

 
 

 

別

府

、

用

を

足

し

て

い

る

。

 

別

府

「

校

長

先

生

以

外

誰

も

知

ら

ね

ー

の

か

よ

」

 

 
 

 

隣

に

来

て

用

を

足

す

文

太

。

 

文

太

「

よ

う

別

府

」

 

別

府

「

あ

、

え

ー

と

」
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文

太
「

鈴

元

文

太

、
文

ち

ゃ

ん

っ

て

呼

ん

で

い

い

ぞ

」 

別

府

「

お

、

お

う

」

 

文

太

「

お

前

お

も

し

れ

ー

な

」

 

別

府

「

文

ち

ゃ

ん

も

」

 

文

太

「

い

け

る

口

だ

ね

」

 

 

○

同

・

廊

下

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

歩

い

て

い

る

。

 

文

太

「

立

川

と

知

り

合

い

な

の

？

」

 

別

府

「

あ

の

寝

て

た

や

つ

立

川

っ

て

言

う

ん

だ

」

 

文

太

「

そ

う

そ

う

」

 

別

府

「

商

店

街

で

喧

嘩

し

て

る

の

見

か

け

て

さ

」
 

文

太
「

あ

い

つ

し

ょ

っ

ち

ゅ

う

喧

嘩

し

て

る

か

ら

ね

」 

別

府

「

や

っ

ぱ

ヤ

ン

キ

ー

な

ん

だ

」

 

文

太

「

し

い

て

い

う

な

ら

ば

」

 

別

府

「

で

も

他

は

み

ん

な

良

い

子

そ

う

だ

よ

ね

」

 

文

太

「

ま

ぁ

ね

、

っ

て

か

留

年

で

も

し

て

ん

の

？

良

い

子

そ

う

っ

て

タ

メ

じ

ゃ

ん

俺

ら

」

 

別

府

「

そ

う

だ

よ

ね

、

ご

め

ん

ご

め

ん

」

 

文

太

「

ち

ょ

っ

と

老

け

て

る

様

に

見

え

て

き

た

」
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文

太

、

別

府

を

じ

っ

と

見

る

。

 

 
 

 

伊

織

と

米

野

裕

子

(
1

7
)

、

前

か

ら

歩

い

て

く

る

。

 

文

太
「

お

う

伊

織

、
こ

な

い

だ

言

っ

て

た

転

校

生

の

」 

伊

織

「

別

府

君

」

 

文

太

「

そ

う

そ

う

、

あ

れ

」

 

伊

織

「

裕

子

。

ず

っ

と

休

ん

で

た

、

ん

だ

よ

ね

？

」

 

裕

子

「

う

ん

、

入

学

し

て

す

ぐ

身

体

の

調

子

崩

し

ち

ゃ

っ

て

、

ず

っ

と

休

ん

で

た

の

」

 

文

太

「

そ

う

い

え

ば

居

た

か

も

」

 

裕

子

「

で

し

ょ

で

し

ょ

？

伊

織

ま

っ

た

く

覚

え

て

な

い

ん

だ

も

ん

」

 

伊

織

「

ご

め

ん

」

 

別

府

「

初

め

ま

し

て

別

府

で

す

」

 

米

野

「

初

め

ま

し

て

米

野

裕

子

で

す

」

 

 

○

同

・

３

年

１

組

 

 
 

 

立

川

、

座

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

生

徒

２

が

近

寄

っ

て

き

て

、

 

生

徒

２
「

立

川

君

、
掃

除

当

番

で

し

ょ

？

手

伝

っ

て

」 
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立

川

、

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

 

す

か

さ

ず

生

徒

３

が

き

て

生

徒

２

に

、

 

生

徒

３

「

(

小

声

で

)

お

い

バ

カ

、

手

伝

う

わ

け

ね

ー

だ

ろ

」

 

立

川

「

・

・

・

」

 

生

徒

３

「

あ

、

大

丈

夫

で

ー

す

」

 

 
 

 

生

徒

２

と

生

徒

３

、

掃

除

を

再

開

す

る

。

 

 
 

 

立

川

、

教

室

を

出

て

い

く

。

 

 

○

商

店

街

 

 
 

 

別

府

、

下

校

し

て

い

る

。

 

別

府

Ｍ

「

高

校

に

潜

入

っ

て

こ

と

は

、

そ

の

間

大

学

に

行

か

な

く

て

も

済

む

、

あ

る

程

度

単

位

を

取

っ

て

い

る

と

い

う

事

が

大

前

提

。

そ

し

て

個

性

が

尊

重

さ

れ

る

校

風

の

中

で

、

成

績

で

は

な

く

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

上

げ

ら

れ

る

か

で

の

判

断

。

あ

の

校

長

、

な

か

な

か

や

り

手

だ

ぜ

」

 

 
 

 

物

音

が

聞

こ

え

る

。

 

別

府

「

な

ん

だ

？

」
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○

同

・

脇

道

 

 
 

 

立

川

と

航

、

立

っ

て

い

る

。

 

そ

の

前

に

３

人

倒

れ

て

い

る

。

 

航

 
「

最

近

多

い

っ

す

ね

」

 

立

川

「

こ

い

つ

ら

知

っ

て

る

か

？

」

 

航

 

「

い

や

、

分

か

ん

な

い

で

す

」

 

立

川

「

そ

う

か

」

 

航

 

「

立

川

さ

ん

の

噂

、

聞

き

つ

け

て

来

た

ん

じ

ゃ

な

い

ん

す

か

」

 

立

川

「

・

・

・

行

く

ぞ

」

 

航

 

「

う

っ

す

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)

商

店

街

 

 
 

 

別

府

、
去

っ

て

い

く

立

川

と

航

を

見

て

い

る

。 

別

府

「

３

人

相

手

に

、

す

げ

ー

な

」

 

 
 

 

別

府

、

歩

き

だ

す

。

 

 
 

 

佐

野

ユ

ウ

(
1

7
)

と

肩

が

ぶ

つ

か

る

。

 

佐

野

「

あ

、

ご

め

ん

な

さ

い

」

 

別

府

「

す

み

ま

せ

ん

」

 

 
 

 

佐

野

、

す

ぐ

に

去

っ

て

い

く

。
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別

府

「

北

岡

の

制

服

・

・

・

ま

い

っ

か

」

 

 
 

 

別

府

、

再

び

歩

き

だ

す

。

 

別

府
「

俺

の

ク

ラ

ス

で

寝

た

り

す

る

の

は

立

川

の

み

、

こ

の

潜

入

試

験

の

傾

向

と

対

策

か

ら

し

て

、

立

川

に

近

づ

く

事

が

合

格

へ

の

方

程

式

だ

」

 

別

府

Ｍ

「

４

年

長

く

生

き

て

る

だ

け

あ

っ

て

、

ヤ

ン

キ

ー

見

て

も

ビ

ビ

ら

な

く

な

っ

て

き

て

る

。

い

け

る

、

い

け

る

ぞ

別

府

」
 

 

○

公

園

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

シ

ー

ソ

ー

に

横

向

き

で

乗

っ

て

い

る

。

 

裕

子

「

相

場

は

ブ

ラ

ン

コ

じ

ゃ

な

い

？

」

 

伊

織

「

そ

う

か

な

？

」

 

 
 

 

裕

子

の

方

が

下

が

っ

て

い

る

。

 

裕

子

「

地

味

に

マ

ウ

ン

ト

と

ら

れ

て

る

気

が

す

る

」

 

伊

織

「

や

っ

ぱ

思

い

だ

せ

な

い

裕

子

の

事

」

 

裕

子

「

え

？

も

う

い

い

よ

」

 

伊

織

「

私

が

色

々

教

え

て

あ

げ

る

」

 

裕

子

「

う

ん

、

あ

り

が

と

」

 



21 

 

伊

織

「

勉

強

は

ど

う

し

て

た

の

？

」

 

裕

子

「

基

本

的

に

は

提

出

物

を

や

っ

て

な

ん

と

か

」

 

伊

織

「

そ

っ

か

」

 

裕

子

「

・

・

・

高

校

生

っ

て

楽

し

い

ね

」

 

伊

織

「

な

に

そ

れ

」

 

 

○

ピ

ザ

屋

(

夜

)
 

 
 

 

文

太

、

バ

イ

ト

し

て

い

る

。

 

文

太

「

配

達

い

っ

て

き

ま

ー

す

」
 

 

○

駅

前

(

夜

)
 

 
 

 

コ

ン

ビ

ニ

の

前

に

た

む

ろ

し

て

い

る

不

良

が

い

る

。

構

わ

ず

通

り

過

ぎ

る

立

川

。

 

 

○

電

車

・

車

内

(

夜

)
 

 
 

 

立

川

、

座

っ

て

い

る

。

不

良

達

が

乗

っ

て

き

て

囲

ま

れ

る

。

 

立

川
「

わ

り

ぃ

な

、
年

寄

り

に

し

か

席

譲

ら

ね

ぇ

よ

」 

不

良

１

「

あ

ら

あ

ら

」

 

不

良

２

「

わ

し

ら

耳

が

遠

く

て

の

ぅ

」
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不

良

１

「

逃

げ

場

な

ん

て

ね

ぇ

ぞ

コ

ノ

ヤ

ロ

ー

」

 

 
 

 

電

車

の

ド

ア

が

閉

ま

る

。

 

 
 

 

不

良

達

、

立

川

に

襲

い

か

か

る

。

 

 
 

 

立

川

、

一

人

ず

つ

倒

し

て

い

く

。

 

 
 

 
次

々

に

出

て

く

る

不

良

達

。

 

立

川

「

さ

す

が

に

多

い

な

」

 

 
 

 

立

川

、
隣

の

車

両

に

移

動

し

よ

う

と

す

る

が

、 

 
 

 

そ

こ

か

ら

も

不

良

が

く

る

。

移

動

で

き

な

い

が

、

そ

れ

で

も

圧

倒

的

な

強

さ

で

倒

し

て

い

く

。

残

り

数

人

の

所

で

後

ろ

か

ら

抑

え

つ

け

ら

れ

、

も

う

一

人

に

窓

の

隙

間

か

ら

拳

を

出

さ

れ

て

、

地

下

鉄

の

壁

と

擦

り

合

う

。
 

立

川

「

あ

あ

あ

あ

あ

」

 

 
 

 

電

車

の

窓

に

血

が

飛

び

散

る

。

 

 
 

 

立

川

、

な

ん

と

か

振

り

払

い

、

全

員

を

倒

し

て

次

の

駅

で

降

り

る

。

 

立

川

「

く

っ

そ

」

 

 
 

 

立

川

、

血

を

垂

ら

し

な

が

ら

出

て

い

く

。

 

 

○

道

・

交

差

点

(

夜

)
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立

川

、

歩

い

て

い

て

ラ

イ

ト

が

当

た

る

。

次

の

瞬

間

、

車

に

轢

か

れ

る

。

 

 

○

道
(

夜

)
 

 
 

 
文

太

、

デ

リ

バ

リ

ー

中

、

通

行

止

め

に

な

っ

て

い

て

、
 

文

太

「

抜

け

道

が

使

え

な

い

、

誰

だ

よ

っ

た

く

」

 

 
 

 

文

太

、

迂

回

す

る

。
 

 

○

別

府

宅

(

朝

)
 

 
 

 

別

府

、

ド

ア

を

叩

く

音

に

目

を

覚

ま

す

。

 

別

府

「

誰

だ

よ

こ

ん

な

朝

っ

ぱ

ら

か

ら

」

 

 

○

同

・

玄

関

 

 
 

 

別

府

、

ド

ア

を

開

け

る

。

 

 
 

 

川

古

が

居

て

、

 

川

古

「

よ

っ

」

 

別

府

「

な

ん

だ

よ

お

前

か

よ

」

 

川

古

「

な

ん

だ

よ

じ

ゃ

ね

ー

よ

、

あ

ん

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

よ

こ

し

や

が

っ

て

」
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別

府

「

ま

ぁ

ち

ょ

っ

と

な

」

 

川

古

「

本

当

に

大

学

来

な

く

な

る

か

ら

心

配

す

ん

じ

ゃ

ね

ー

か

よ

」

 

別

府
「

わ

り

ぃ

、
時

期

が

き

た

ら

ち

ゃ

ん

と

話

す

わ

」 

川

古
「

今

度

、
足

立

大

学

の

子

と

合

コ

ン

あ

る

け

ど

」 

別

府

「

マ

ジ

で

？

」

 

川

古

「

お

う

、

四

対

四

で

」

 

別

府

「

う

」

 

川

古

「

次

の

金

曜

」

 

別

府

「

う

」

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

１

組

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

弁

当

を

食

べ

て

い

る

。

 

文

太

「

別

府

い

っ

つ

も

買

い

弁

だ

な

」

 

別

府

「

一

人

暮

ら

し

だ

し

作

ん

の

ダ

ル

く

て

」

 

文

太

「

え

、

一

人

暮

ら

し

し

て

ん

の

？

」

 

別

府

「

ん

？

い

や

、

う

ち

共

働

き

で

作

る

時

間

な

い

ん

だ

っ

て

さ

」

 

文

太

「

な

る

へ

そ

」

 

別

府

「

そ

ん

な

こ

と

よ

り

立

川

は

？

今

日

休

み

？

」
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文

太

「

そ

う

い

や

見

て

ね

ー

な

」

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

や

っ

て

く

る

。

 

伊

織

「

ね

ぇ

今

度

さ

ど

っ

か

行

か

な

い

？

」

 

裕

子

「

皆

で

行

こ

」

 

文

太

「

い

い

ね

」

 

伊

織

「

別

府

君

と

裕

子

の

歓

迎

会

」

 

文

太

「

お

っ

け

ー

、

行

く

っ

し

ょ

？

」

 

別

府

「

お

う

」

 

文

太

「

い

つ

に

し

ょ

っ

か

？

」
 

伊

織

「

金

曜

と

か

は

？

放

課

後

」

 

文

太

「

た

ま

た

ま

空

い

て

る

」

 

伊

織

「

二

人

と

も

大

丈

夫

？

」

 

裕

子

「

う

ん

全

然

平

気

。

別

府

君

は

？

」

 

別

府

「

お

う

、

大

丈

夫

」

 

伊

織

「

あ

れ

立

川

は

？

」

 

文

太

「

今

日

来

て

な

い

ん

だ

よ

ね

」

 

伊

織

「

そ

っ

か

」

 

裕

子

「

立

川

君

も

誘

っ

て

皆

で

行

こ

う

よ

」

 

文

太

「

今

度

会

っ

た

と

き

言

っ

と

く

」

 

別

府

Ｍ

「

や

ば

い

、

高

校

生

楽

し

い

ー

」

 



26 

 

 

○

北

岡

高

校

・

購

買

前

 

 
 

 

生

徒

達

で

溢

れ

て

い

る

。

 

 

○

同

・

踊

り

場

 

 
 

 

裕

子

、

下

を

向

く

別

府

に

パ

ン

を

あ

げ

る

。

 

 

○

同

・

体

育

館

 

 
 

 

体

育

の

授

業

中

。

 

別

府

「

な

ん

で

シ

ャ

ト

ル

ラ

ン

な

ん

て

や

ん

な

き

ゃ

い

け

な

い

ん

」

 

 
 

 

別

府

、

体

育

館

の

下

窓

か

ら

覗

い

て

い

る

校

長

先

生

と

目

が

合

う

。

 

 

○

同

・

美

術

室

 

 
 

 

美

術

の

授

業

中

の

３

年

２

組

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

廊

下

か

ら

見

て

い

る

。

 

別

府

「

て

か

さ

米

野

さ

ん

て

可

愛

く

ね

」

 

文

太

「

俺

も

思

っ

て

た

」

 

別

府

「

大

人

っ

ぽ

い

よ

な

」
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文

太

「

高

１

の

時

の

俺

の

嗅

覚

は

ど

う

な

っ

て

た

ん

だ

」

 

 

○

同

・

３

年

１

組

 

 
 

 
数

学

の

授

業

中

。

 

 
 

 

別

府

、

問

題

を

解

き

褒

め

ら

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

裕

子

、

廊

下

か

ら

見

て

い

る

。

 

裕

子

「

勉

強

で

き

る

ん

だ

」
 

 

○

同

・

廊

下

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、
キ

ャ

ッ

チ

ボ

ー

ル

し

て

い

る

。 

 
 

 

伊

織

の

持

っ

て

い

る

飲

み

物

に

当

た

り

、

伊

織

と

裕

子

の

制

服

が

汚

れ

る

。

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

逃

げ

る

。

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

追

い

か

け

る

。

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

１

組

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

話

し

て

い

る

。

 

別

府

「

立

川

あ

れ

か

ら

来

て

ね

ー

な

」

 

文

太

「

ど

こ

ほ

っ

つ

き

歩

い

て

ん

だ

か

」
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佐

野

、

や

っ

て

く

る

。

 

佐

野

「

立

川

君

は

今

日

も

休

み

？

」

 

文

太

「

ん

？

佐

野

か

、

そ

う

だ

よ

」

 

佐

野

「

そ

う

か

」

 

別

府

「

あ

」
 

佐

野

「

別

府

君

だ

よ

ね

、

あ

の

時

急

だ

っ

た

か

ら

、

挨

拶

で

き

な

く

て

ご

め

ん

ね

」

 

別

府

「

こ

ち

ら

こ

そ

」

 

文

太

「

な

ん

で

立

川

？

」

 

佐

野

「

生

徒

会

と

し

て

一

応

気

に

な

っ

て

ね

、

そ

れ

じ

ゃ

」

 

 
 

 

佐

野

、

去

っ

て

い

く

。

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

や

っ

て

く

る

。

 

伊

織

「

お

待

た

せ

」

 

別

府

「

お

疲

れ

」

 

文

太

「

立

川

連

絡

し

て

も

返

事

ね

ー

わ

」

 

裕

子

「

し

ょ

う

が

な

い

ね

、

ま

た

今

度

に

し

よ

」

 

伊

織

「

・

・

・

う

ん

、

そ

う

だ

ね

」

 

 

○

葛

飾

大

学

・

食

堂
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川

古

の

携

帯

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

。

 

川

古

「

は

？

」

 

大

学

生

１

「

で

今

日

の

事

な

ん

だ

け

ど

さ

」

 

川

古

「

別

府

来

な

い

っ

て

」

 

大

学

生

２

「

え

？

噓

で

し

ょ

？

」

 

 
 

 

川

古

、

携

帯

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

見

せ

る

。

 

 
 

 

画

面

に

は

『

そ

う

い

う

の

も

う

い

い

わ

』

の

文

字

。

 

大

学

生

２

「

別

府

の

や

ろ

ー

」
 

大

学

生

１

「

や

ば

、

メ

ン

バ

ー

ど

う

す

る

？

」

 

大

学

生

２

「

何

だ

よ

マ

ジ

で

」

 

大

学

生

１

「

と

り

あ

え

ず

他

当

た

っ

て

み

る

」
 

 

○

道

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

少

し

後

ろ

に

別

府

と

文

太

、

四

人

で

歩

い

て

い

る

。

 

別

府

Ｍ

「

あ

ー

高

校

生

に

戻

り

て

ー

」

 

文

太

「

早

く

大

人

に

な

り

て

ー

」

 

別

府

「

え

」

 

文

太

「

こ

っ

ち

の

話

」
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裕

子

「

(

振

り

返

り

)

行

こ

」

 

 

○

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

屋

・

外

 

 
 

 

別

府

と

裕

子

、

文

太

と

伊

織

、

座

っ

て

ア

イ

ス

を

食

べ

て

い

る

 

文

太

「

も

う

ち

ょ

っ

と

つ

め

て

」

 

伊

織

「

お

い

し

そ

う

少

し

ち

ょ

う

だ

い

」

 

裕

子

「

い

い

よ

、

そ

っ

ち

も

ち

ょ

う

だ

い

」

 

文

太

「

聞

い

て

ね

ぇ

し

」

 

 
 

 

伊

織

、

立

ち

上

が

る

。

 

伊

織

「

そ

れ

よ

り

こ

の

辺

に

遊

園

地

な

ん

て

本

当

に

あ

る

の

？

」

 

別

府

「

遊

園

地

？

」

 

文

太

「

こ

な

い

だ

見

つ

け

た

ん

だ

よ

」

 

 

○

交

通

公

園

・

入

口

 

 
 

 

別

府

と

裕

子

、
文

太

と

伊

織

、
立

っ

て

い

る

。

 

裕

子

「

せ

っ

か

く

だ

し

、

入

ろ

う

よ

」

 

別

府

「

こ

こ

ま

で

馬

鹿

だ

と

は

」

 

伊

織

「

子

供

か

ら

し

た

ら

遊

園

地

か

も

し

れ

な

い

け
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ど

」

 

文

太

「

高

校

生

は

ま

だ

子

供

だ

ろ

」

 

伊

織

「

は

ぁ

？

」

 

 
 

 

伊

織

、

受

付

に

歩

い

て

い

く

。

 

伊

織

「

大

人

四

人

お

願

い

し

ま

す

」

 

 

○

同

・

園

内

 

 
 

 

乗

り

物

に

乗

る

四

人

。

 

 
 

 

子

供

達

と

一

緒

に

手

を

上

げ

て

、

横

断

歩

道

を

渡

る

四

人

。

 

 
 

 

遊

具

で

遊

ぶ

四

人

。

 

 

○

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

屋

・

外

 

 
 

 

前

を

通

り

過

ぎ

る

不

良

達

。

 

 

○

(

戻

っ

て

)

交

通

公

園

・

園

内

 

 
 

 

園

内

放

送

が

流

れ

る

。

 

放

送

「

え

ー

も

う

ま

も

な

く

鉄

道

が

発

車

し

ま

す

。

乗

る

子

は

切

符

を

買

っ

て

く

だ

さ

い

」

 

伊

織

「

や

ば

い

、

み

ん

な

早

く

」
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文

太

「

よ

し

」

 

別

府

「

一

番

乗

り

気

じ

ゃ

ん

、

大

丈

夫

？

」

 

裕

子

「

う

ん

、

乗

ろ

う

」

 

 

○

同

・

改

札
 

 
 

 

切

符

を

切

る

四

人

 

伊

織

「

子

供

た

ち

ま

だ

来

て

な

い

み

た

い

、

裕

子

先

頭

行

く

よ

」

 

裕

子

「

待

っ

て

伊

織

」

 

別

府

「

結

構

本

格

的

だ

な

」

 

文

太

「

出

発

進

行

」

 

 

○

同

・

鉄

道

(

走

行

中

)
 

 
 

 

乗

っ

て

い

る

の

は

運

転

士

と

四

人

だ

け

。

 

別

府

「

俺

ら

だ

け

じ

ゃ

ね

ー

か

」

 

子

供

達

の

声

「

あ

れ

も

う

飽

き

た

よ

ね

」

 

 
 

 
 

 

「

塾

行

か

な

き

ゃ

」

 

 
 

 
 

 

「

帰

ろ

ー

」

 

 
 

 
 

 

「

ま

た

ね

ー

」

 

文

太

「

・

・

・

い

い

お

天

気

で

す

ね

」
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別

府

「

お

見

合

い

か

」

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

裕

子

と

伊

織

の

方

を

見

る

。

 

伊

織

「

思

っ

て

た

よ

り

ス

ピ

ー

ド

出

る

ね

」

 

裕

子

「

す

ご

い

、

楽

し

い

か

も

」

 

 
 

 
ミ

ニ

鉄

道

、

陸

橋

を

く

ぐ

る

。

 

 
 

 

最

後

方

の

別

府

、

上

に

姿

を

消

す

。

 

文

太

「

結

果

オ

ー

ラ

イ

だ

な

別

府

」

 

文

太

「

別

府

？

」

 

 
 

 

文

太

、

横

か

ら

殴

ら

れ

線

路

脇

に

消

え

る

。

 

裕

子

「

さ

ら

に

早

く

な

っ

た

」

 

運

転

士

「

何

か

軽

く

な

っ

た

か

な

」

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

後

ろ

を

見

る

。

 

裕

子

「

あ

れ

二

人

は

？

」

 

伊

織

「

あ

そ

こ

！

」

 

 
 

 

別

府

、

陸

橋

の

上

で

不

良

達

に

殴

ら

れ

て

い

る

。

 

裕

子

「

こ

っ

ち

も

！

」

 

 
 

 

文

太

、

芝

生

の

上

で

不

良

達

に

殴

ら

れ

て

い

る

。

 

伊

織

「

ど

う

な

っ

て

ん

の

？

！

」
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○

同

・

文

太

サ

イ

ド

 

 
 

 

文

太

、

殴

り

返

す

。

 

文

太

「

ど

う

な

っ

て

ん

だ

よ

！

畜

生

」

 

 
 

 
文

太

、

走

る

。

 

 
 

 

不

良

達

、

文

太

を

追

い

か

け

る

。

 

 

○

同

・

別

府

サ

イ

ド

 

 
 

 

別

府

、

殴

り

返

す

。

 

別

府

「

な

ん

だ

よ

こ

れ

」

 

 
 

 

別

府

、

陸

橋

か

ら

降

り

る

。

 

 
 

 

不

良

達

、

別

府

を

追

い

か

け

る

。

 

 

○

同

・

文

太

サ

イ

ド

 

 
 

 

文

太

、

な

ん

と

か

し

の

い

で

い

る

が

、

不

良

３

に

捕

ま

り

、

線

路

に

頭

を

押

さ

え

つ

け

ら

れ

る

。

 

文

太

「

く

そ

」

 

 

○

同

・

別

府

サ

イ

ド
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別

府

、

不

良

数

人

を

倒

し

、

な

ん

と

か

し

の

い

で

い

る

。

 

別

府

「

文

太

―

！

」

 

 
 

 

別

府

、

文

太

を

助

け

に

行

こ

う

と

す

る

が

、

行

か

せ

て

も

ら

え

な

い

。

 

 

○

同

・

文

太

サ

イ

ド
 

 
 

 

文

太

、
対

抗

し

て

い

る

が

起

き

上

が

れ

な

い

。 

 

○

同

・

鉄

道

(

走

行

中

)
 

 
 

 

裕

子

と

伊

織

、

乗

っ

て

い

る

。

 

裕

子

「

ち

ょ

、

や

ば

い

よ

！

」

 

伊

織

「

運

転

士

さ

ん

早

く

止

め

て

！

」

 

運

転

士

「

今

や

っ

て

ま

す

！

」

 

 

○

同

・

別

府

サ

イ

ド

 

 
 

 

別

府

、

不

良

４

に

捕

ま

り

動

け

な

い

。

 

不

良

４

「

二

階

堂

さ

ん

は

甘

く

ね

ぇ

ぞ

」

 

別

府

「

う

る

せ

ぇ

ん

だ

よ

、

文

太

！

」
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○

同

・

文

太

サ

イ

ド

 

 
 

 

文

太

、

未

だ

に

起

き

上

が

れ

な

い

。

 

 
 

 

迫

る

鉄

道

、

乗

っ

て

い

る

伊

織

の

ス

カ

ー

ト

が

め

く

れ

る

。

 

文

太

「

う

お

ぉ

ぉ

ぉ

！

」

 

 
 

 

文

太

、
不

良

３

を

蹴

り

飛

ば

し

起

き

上

が

る

。 

 
 

 

鉄

道

が

通

過

す

る

。

 

 
 

 

別

府

、

少

し

し

て

文

太

に

合

流

。

 

別

府

「

大

丈

夫

か

？

」

 

 
 

 

文

太

、

サ

ム

ア

ッ

プ

。

 

別

府

「

は

ぁ

？

そ

れ

よ

り

な

ん

だ

こ

い

つ

ら

」

 

不

良

３

「

そ

、

相

見

さ

ん

が

、

黙

っ

て

ね

ぇ

ぞ

」
 

別

府

「

お

前

ら

が

仕

掛

け

て

き

た

ん

だ

ろ

う

が

」

 

文

太

「

と

り

あ

え

ず

、

ド

ロ

ン

し

よ

う

ぜ

」

 

 

○

同

・

鉄

道

(

停

止

中

)
 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

心

配

そ

う

に

二

人

を

見

つ

め

る

。

 

 

○

病

院

・

病

室
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立

川

、

呼

吸

器

と

心

電

計

を

つ

け

て

ベ

ッ

ド

に

横

に

な

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

航

、

見

守

っ

て

い

る

。

 

航

 
「

立

川

さ

ん

」

 

 

○

道

(

夜

)
 

 
 

 

別

府

、

裕

子

を

送

っ

て

い

る

。

 

裕

子

「

ケ

ガ

大

丈

夫

？

」
 

別

府

「

お

う

」

 

裕

子

「

喧

嘩

強

い

ん

だ

ね

」

 

別

府

「

そ

ん

な

こ

と

ね

ぇ

よ

」

 

裕

子

「

そ

っ

か

」

 

別

府

「

家

遠

い

ね

」

 

裕

子

「

う

ん

、

で

も

す

ぐ

そ

こ

だ

か

ら

こ

こ

ま

で

で

い

い

よ

」

 

別

府

「

家

ま

で

送

る

よ

」

 

裕

子

「

ケ

ガ

し

て

る

ん

だ

か

ら

早

く

帰

り

な

さ

い

」

 

別

府

「

・

・

・

分

か

っ

た

」

 

裕

子

「

バ

イ

バ

イ

」
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○

文

太

宅

・

前

(

夜

)
 

 
 

 

航

、

待

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

帰

っ

て

く

る

文

太

。

 

文

太

「

あ

れ

、

航

じ

ゃ

ん

」

 

 
 

 
航

、

会

釈

す

る

。

 

 

○

公

園

(

夜

)
 

 
 

 

文

太

と

航

、

ブ

ラ

ン

コ

で

話

し

て

い

る

。

 

航

 

「

立

川

さ

ん

今

、

入

院

し

て

る

ん

で

す

」

 

文

太

「

え

、

な

ん

で

？

」

 

航

 

「

車

に

轢

き

逃

げ

さ

れ

て

、

意

識

不

明

で

す

」

 

文

太

「

は

ぁ

？

ど

う

い

う

こ

と

だ

よ

」

 

航

 

「

自

分

に

も

わ

か

ん

ね

ー

っ

す

！

右

手

な

ん

て

骨

が

見

え

る

ま

で

え

ぐ

ら

れ

て

て

」

 

文

太

「

・

・

・

俺

ら

も

今

日

襲

わ

れ

た

」

 

航

 

「

え

」

 

文

太

「

別

府

も

い

た

か

ら

な

ん

と

か

、

あ

い

つ

喧

嘩

強

い

の

な

。
で

も

女

子

も

い

た

か

ら

よ

、
最

悪

だ

」 

航

 

「

実

は

殿

見

の

田

中

も

や

ら

れ

た

み

た

い

で

」

 

文

太

「

あ

い

つ

２

年

だ

け

ど

、

殿

見

で

一

番

強

い

っ
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て

聞

い

た

ぞ

」

 

航

 

「

会

っ

て

話

聞

い

た

ん

で

す

、

そ

し

た

ら

」

 

 

○

(
回

想

)

病

院

・

病

室

 

 
 

 
田

中

、

ベ

ッ

ド

に

横

に

な

っ

て

い

る

。

 

田

中

「

立

川

の

知

り

合

い

か

っ

て

聞

か

れ

て

」

 

航

 

「

立

川

さ

ん

？

」
 

田

中

「

俺

の

舎

弟

だ

っ

て

言

っ

た

ら

こ

の

ザ

マ

だ

」

 

航

 

「

・

・

・

」

 

田

中

「

手

段

は

選

ば

ね

ぇ

奴

ら

ら

し

い

。

特

に

、

二

階

堂

と

、

相

見

だ

」

 

航

 

「

あ

り

が

と

よ

、

立

川

さ

ん

の

こ

と

舎

弟

っ

て

言

っ

た

こ

と

は

見

逃

し

て

や

る

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)

公

園

(

夜

)
 

 
 

 

文

太

と

航

、

話

し

て

い

る

。

 

航

 

「

・

・

・

文

太

さ

ん

は

と

も

か

く

、

そ

の

転

校

生

の

別

府

さ

ん

は

ど

う

し

て

？

」

 

文

太

「

知

ら

ね

ぇ

よ

そ

ん

な

こ

と

」

 

航

 

「

ち

ょ

っ

と

で

も

そ

う

感

じ

た

ら

、

潰

そ

う

と
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し

て

る

の

か

も

し

れ

な

い

で

す

」

 

文

太

「

く

そ

、

知

っ

て

る

奴

い

な

か

っ

た

け

ど

な

」

 

航

 

「

立

川

さ

ん

ま

で

や

ら

れ

た

ん

で

す

、

気

を

付

け

て

く

だ

さ

い

」

 

文

太

「

・

・

・

お

前

も

な

」

 

 
 

 

航

、

去

っ

て

い

く

。

 

 

○

月

空

の

下

 

 
 

 

文

太

、

ブ

ラ

ン

コ

に

乗

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

裕

子

、

部

屋

の

窓

か

ら

月

を

見

て

い

る

。

 

 
 

 

伊

織

、

部

屋

の

窓

に

映

る

自

分

を

見

る

。

 

 
 

 

別

府

、

帰

っ

て

い

る

。

 

別

府

「

何

し

て

ん

だ

ろ

、

俺

」

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

１

組

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

話

し

て

い

る

。

 

文

太

「

恭

介

入

院

し

て

る

っ

て

」

 

別

府

「

え

！

マ

ジ

か

よ

？

」

 

文

太

「

う

ん

、

不

良

集

団

に

襲

わ

れ

て

、

終

い

に

は

車

に

轢

か

れ

た

っ

て

」
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別

府

「

な

ん

で

？

ど

う

し

て

？

」

 

文

太

「

・

・

・

」

 

別

府

「

俺

あ

い

つ

が

居

ね

ー

と

困

る

ん

だ

よ

」

 

別

府

Ｍ

「

い

や

ま

て

よ

、

立

川

が

入

院

し

て

て

く

れ

れ

ば

、

寝

る

奴

も

い

な

い

。

試

験

と

し

て

は

合

格

な

ん

じ

ゃ

」
 

文

太

「

俺

だ

っ

て

そ

う

だ

よ

！

い

た

ず

ら

す

る

相

手

居

な

く

な

っ

ち

ま

う

じ

ゃ

ね

ー

か

よ

」

 

別

府

「

で

も

自

分

で

撒

い

た

種

な

ん

じ

ゃ

」

 

文

太

「

あ

い

つ

は

自

分

か

ら

喧

嘩

し

か

け

る

よ

う

な

奴

じ

ゃ

な

い

ん

だ

」

 

別

府

「

え

？

」

 

文

太

「

で

も

あ

ー

ゆ

ー

風

貌

だ

か

ら

、

よ

く

喧

嘩

売

ら

れ

て

よ

、

そ

の

度

に

相

手

ボ

コ

ボ

コ

に

し

て

き

た

か

ら

、

逆

恨

み

し

て

る

奴

も

居

る

か

も

し

れ

ね

ぇ

」

 

別

府

「

・

・

・

」

 

文

太

「

前

に

喧

嘩

し

た

こ

と

あ

る

、

他

校

の

奴

も

や

ら

れ

た

」

 

別

府

「

そ

れ

っ

て

」
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文

太

「

完

全

に

恭

介

と

関

わ

り

が

あ

っ

た

奴

ら

が

狙

わ

れ

て

る

」

 

別

府

「

ま

た

来

る

ぞ

」

 

文

太
「

・
・
・

喧

嘩

と

か

こ

え

ー

、
こ

な

い

だ

は

さ

、

俺

の

中

の

狼

が

吠

え

た

か

ら

よ

か

っ

た

け

ど

、

ま

だ

身

体

い

て

ー

よ

」

 

別

府

「

制

服

着

て

、

目

立

つ

所

で

ウ

ロ

チ

ョ

ロ

し

て

れ

ば

い

ん

だ

ろ

」

 

文

太

「

別

府

も

そ

こ

そ

こ

喧

嘩

強

い

の

か

も

し

ん

ね

ー

け

ど

、

相

手

は

車

で

轢

き

逃

げ

す

る

よ

う

な

奴

ら

だ

ぞ

」

 

別

府

「

答

え

が

合

っ

て

て

も

、

途

中

式

が

間

違

っ

て

た

ら

意

味

ね

ー

ん

だ

よ

」

 

文

太

「

は

？

な

ん

だ

よ

そ

れ

」

 

別

府

「

い

い

か

ら

お

前

は

休

ん

で

ろ

よ

文

太

」

 

 
 

 

別

府

、

出

て

い

く

。

 

文

太

「

・

・

・

」

 

 

○

同

・

下

駄

箱

 

 
 

 

裕

子

、

別

府

の

元

に

駆

け

寄

っ

て

、
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裕

子

「

一

緒

に

帰

ろ

」

 

別

府

「

や

だ

」

 

裕

子

「

明

日

さ

パ

フ

ェ

食

べ

に

行

こ

う

よ

」

 

別

府

「

明

日

は

ダ

メ

だ

」

 

裕

子

「

じ

ゃ

明

後

日

は

？

」

 

別

府

「

・

・

・

恐

く

ね

ー

の

？

」

 

裕

子
「

平

気

だ

よ

、
ち

ょ

っ

と

ビ

ッ

ク

リ

し

た

け

ど

」 

別

府

「

・

・

・

ま

た

今

度

な

」

 

 
 

 

別

府

、

去

っ

て

い

く

。
 

裕

子

「

・

・

・

」

 

 

○

病

院

・

病

室

(

夜

)
 

 
 

 

伊

織

、

立

川

の

傍

に

い

る

。

 

 
 

 

文

太

、
廊

下

か

ら

二

人

の

様

子

を

見

て

い

る

。 

文

太

「

頑

張

り

マ

ン

モ

ス

」

 

 

○

コ

ン

ビ

ニ

(

夜

)
 

 
 

 

別

府

、

酒

を

買

お

う

と

レ

ジ

に

、

 

別

府

「

気

合

入

れ

る

か

」

 

店

員

「

す

み

ま

せ

ん

未

成

年

の

方

に

は

・

・

・

」
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別

府

「

え

、

2
1

で

す

」

 

店

員

「

・

・

・

制

服

着

ら

れ

て

ま

す

け

ど

」

 

 
 

 

別

府

、

自

動

ド

ア

の

ガ

ラ

ス

に

映

る

自

分

を

見

る

。

 

別

府

「

あ

」
 

 
 

 

川

古

、

自

動

ド

ア

か

ら

入

っ

て

く

る

。

 

川

古

「

え

」

 

別

府

「

あ

」

 

川

古

「

・

・

・

別

府

？

」

 

 

○

別

府

宅

(

夜

)
 

 
 

 

別

府

と

川

古

、

酒

を

飲

ん

で

い

る

。

 

川

古

「

そ

う

い

う

こ

と

か

」

 

別

府
「

こ

れ

を

聞

い

て

し

ま

っ

た

君

の

身

も

危

険

だ

」 

川

古

「

は

い

は

い

」

 

別

府

「

君

を

巻

き

込

む

つ

も

り

は

な

か

っ

た

」

 

川

古

「

な

ん

だ

そ

れ

、

女

子

に

言

え

よ

」

 

別

府

「

・

・

・

」

 

川

古

「

別

府

ま

さ

か

、

女

子

高

生

の

こ

と

気

に

な

っ

て

た

り

し

て

な

い

よ

な

？

」
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別

府

「

気

に

な

っ

て

ね

ー

よ

、

た

だ

ち

ょ

っ

と

良

い

な

っ

て

思

っ

て

る

だ

け

だ

よ

」

 

川

古

「

気

に

な

っ

て

ん

じ

ゃ

ね

ー

か

よ

」

 

別

府

「

だ

っ

て

可

愛

い

ん

だ

も

ー

ん

。

あ

そ

う

だ

目

立

つ

場

所

だ

、

こ

の

辺

で

目

立

つ

場

所

っ

て

何

処

だ

？

あ

と

こ

な

い

だ

の

合

コ

ン

ど

う

だ

っ

た

？

」

 

川

古

「

落

ち

つ

け

っ

て

」

 

別

府

「

何

処

で

ど

う

な

っ

た

ん

だ

よ

こ

の

野

郎

、

女

の

子

と

イ

チ

ャ

イ

チ

ャ

し

や

が

っ

て

」

 

川

古

「

し

て

ね

ー

よ

合

コ

ン

、

中

止

中

止

」

 

別

府

「

え

」

 

川

古

「

変

わ

り

見

つ

か

ん

な

く

て

、

向

こ

う

も

一

人

来

れ

な

い

っ

て

い

う

か

ら

、

今

回

は

中

止

に

し

よ

う

っ

て

な

っ

て

」

 

別

府

「

っ

し

ゃ

」

 

川

古

「

は

ぁ

ー

、

俺

が

ど

ん

だ

け

の

情

報

網

を

駆

使

し

て

足

立

大

学

の

子

と

知

り

合

っ

た

と

思

っ

て

る

ん

だ

よ

」

 

 
 

 

別

府

、

寝

て

い

る

。

 

川

古

「

・

・

・

潜

入

っ

て

ス

ト

レ

ス

溜

ま

ん

の

な

」
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○

同

(

朝

)
 

 
 

 

別

府

、

目

覚

め

る

。

 

別

府

「

う

っ

、

頭

い

て

ー

」

 

 
 

 
川

古

の

姿

は

な

い

。

 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

に

タ

バ

コ

と

置

手

紙

が

、

 

別

府

「

ん

？

」

 

 
 

 

置

手

紙

に

は

『

駅

前

の

ゲ

ー

セ

ン

な

ら

人

い

っ

ぱ

い

い

る

よ

、

こ

れ

餞

別

』

と

。

 

別

府

「

・

・

・

と

り

あ

え

ず

水

飲

も

」
 

 

○

ゲ

ー

ム

セ

ン

タ

ー

・

店

内

 

 
 

 

別

府

、
Ｕ

Ｆ

Ｏ

キ

ャ

ッ

チ

ャ

ー

を

し

て

い

る

。 

別

府

「

よ

し

」

 

 
 

 

別

府

、

横

に

移

動

し

ア

ー

ム

の

奥

行

を

確

認

し

て

い

る

と

、

向

か

い

の

ガ

ラ

ス

に

顔

を

押

し

付

け

て

い

る

文

太

の

姿

。

 

別

府

「

ビ

ッ

ク

リ

し

た

」

 

文

太

「

お

っ

す

」

 

別

府

「

何

し

て

ん

だ

よ

」
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文

太

「

気

付

い

て

く

れ

る

の

待

っ

て

た

」

 

別

府

「

こ

わ

」

 

文

太

「

今

日

の

俺

、

マ

イ

ン

ド

が

マ

ン

モ

ス

だ

か

ら

一

つ

よ

ろ

し

く

」

 

女

性

の

声

「

き

ゃ

っ

」

 

 
 

 

相

見

(
1

8
)

と

二

階

堂

(
1

8
)

、

近

づ

い

て

来

る

 

別

府

「

来

た

ぞ

」

 

文

太

「

わ

ー

お

」

 

別

府

「

お

そ

ら

く

相

見

と

二

階

堂

だ

な

」

 

文

太

「

静

か

で

い

い

ね

」

 

相

見

「

あ

ー

居

た

居

た

ー

、

帰

っ

ち

ゃ

う

か

と

思

っ

て

急

い

で

来

た

よ

」

 

二

階

堂

「

お

前

、

車

の

、

運

転

、

荒

い

」

 

相

見

「

し

ょ

う

が

な

い

じ

ゃ

ー

ん

、

ボ

ン

ネ

ッ

ト

へ

こ

ん

じ

ゃ

っ

て

見

え

づ

ら

い

ん

だ

も

ん

」

 

別

府

「

・

・

・

」

 

 
 

 

止

ま

っ

て

睨

み

合

う

両

者

。

 

文

太

「

あ

ん

た

ら

か

、

恭

介

や

っ

た

の

？

」

 

二

階

堂

「

立

川

と

つ

る

ん

で

る

、

鈴

元

文

太

、

別

府

智

治

、

だ

な

」
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文

太

「

だ

か

ら

ど

う

し

た

？

」

 

別

府

「

こ

れ

か

ら

つ

る

む

予

定

だ

っ

た

ん

だ

よ

こ

の

野

郎

」

 

相

見
「

ま

ー

そ

の

ね

、
よ

く

わ

か

ん

な

い

ん

だ

け

ど

」 

別

府

「

あ

？

」

 

二

階

堂

「

邪

魔

だ

」

 

 
 

 

二

階

堂

が

別

府

に

、

相

見

が

文

太

に

、

襲

い

か

か

っ

て

く

る

。
 

 

○

病

院

・

病

室

 

 
 

 

カ

ー

テ

ン

の

中

が

少

し

騒

が

し

い

。
 

 

○

ゲ

ー

ム

セ

ン

タ

ー

・

別

府

サ

イ

ド

 

 
 

 

別

府

、

襲

わ

れ

た

勢

い

で

Ｕ

Ｆ

Ｏ

キ

ャ

ッ

チ

ャ

ー

の

ボ

タ

ン

を

押

す

。

 

 
 

 

ア

ー

ム

が

下

が

っ

て

い

く

。

 

 
 

 

二

階

堂

、

別

府

を

抑

え

つ

け

て

離

さ

な

い

。

 

別

府

「

こ

い

つ

、

力

が

」

 

 
 

 

別

府

、

二

階

堂

に

持

ち

上

げ

ら

れ

る

。

 

二

階

堂
「

ん

？

小

さ

い

な

、
チ

ェ

リ

ー

か

、
こ

い

つ

」 
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別

府

、

二

階

堂

に

投

げ

飛

ば

さ

れ

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

ゲ

ー

ム

の

ネ

ッ

ト

に

頭

か

ら

入

る

。

 

 
 

 

Ｕ

Ｆ

Ｏ

キ

ャ

ッ

チ

ャ

ー

の

人

形

が

取

れ

る

。

 

 

○

同

・

文

太

サ

イ

ド

 

 
 

 

文

太

と

相

見

、

喧

嘩

し

て

い

る

。

 

相

見

「

こ

い

つ

弱

い

じ

ゃ

ん

」

 

文

太
「

う

る

せ

ぇ

な

、
家

に

帰

っ

て

な

ニ

ワ

ト

リ

頭

」 

 
 

 

文

太

、

劣

勢

。

 

別

府

の

声

「

文

太

逃

げ

ろ

！

」

 

文

太

「

え

？

」

 

 
 

 

文

太

、

二

階

堂

に

後

ろ

か

ら

抑

え

ら

れ

る

。

 

文

太

「

離

せ

こ

ら

」

 

相

見

「

も

う

終

わ

っ

た

の

そ

っ

ち

」

 

二

階

堂

「

ふ

ん

」

 

相

見

「

お

ー

ナ

イ

ス

ス

リ

ー

ポ

イ

ン

ト

」

 

 

○

同

・

バ

ス

ケ

ッ

ト

ゲ

ー

ム

 

 
 

 

別

府

、

な

か

な

か

抜

け

出

せ

な

い

。

 

別

府

「

く

そ

、

抜

け

ね

。

文

太

―

！

」
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○

同

・

文

太

サ

イ

ド

 

 
 

 

文

太

、

身

動

き

が

取

れ

な

い

。

 

文

太

「

メ

ン

タ

ル

も

マ

ン

モ

ス

に

し

と

く

ん

だ

っ

た

ぜ

」

 

 
 

 

相

見

、

近

づ

い

て

来

る

。

 

相

見

「

う

る

せ

ぇ

文

鳥

だ

な

」

 

別

府

の

声

「

や

め

ろ

ー

！

」
 

 
 

 

相

見

、

文

太

に

右

ス

ト

レ

ー

ト

。

 

 
 

 

文

太

、

倒

れ

る

。

 

店

員

の

声

「

お

巡

り

さ

ん

こ

っ

ち

で

す

」
 

相

見

「

ち

っ

、

行

く

よ

二

階

ち

ゃ

ん

」

 

二

階

堂

「

ふ

ん

」

 

 
 

 

相

見

と

二

階

堂

、
警

察

官

か

ら

逃

げ

て

い

く

。 

警

察

官

「

大

丈

夫

か

君

？

」

 

 
 

 

文

太

、

気

絶

し

て

い

る

。

 

 
 

 

警

察

官

、

無

線

で

話

す

。

 

警

察

官

「

は

い

、

先

ほ

ど

の

交

通

違

反

の

二

人

だ

と

思

わ

れ

ま

す

。

駅

南

口

方

面

に

逃

げ

ま

し

た

」

 

 
 

 

別

府

、

や

っ

と

文

太

の

元

に

辿

り

着

く

。
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別

府

「

お

い

文

太

！

し

っ

か

り

し

ろ

！

」

 

 

○

同

・

駐

車

場

(

夕

)
 

 
 

 

別

府

、

縁

石

に

座

っ

て

い

る

。

 

別

府

「

一

人

で

ど

う

す

り

ゃ

い

ん

だ

よ

」

 

 

○

病

院

・

病

室

 

 
 

 

機

械

の

、

緊

急

の

音

が

鳴

り

響

く

。

 

 

○

通

学

路

(

朝

)
 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

通

学

中

。

 

裕

子

「

立

川

君

ど

う

だ

っ

た

？

」

 

伊

織

「

重

症

だ

っ

て

」

 

裕

子

「

心

配

だ

ね

」

 

伊

織

「

う

ん

」

 

 
 

 

相

見

と

二

階

堂

、

不

良

達

が

目

の

前

に

、

 

 
 

 

伊

織

、

二

階

堂

に

腕

を

掴

ま

れ

る

。

 

裕

子

「

ち

ょ

、

何

す

ん

の

よ

」

 

 
 

 

相

見

、

バ

ッ

ト

を

裕

子

の

喉

仏

に

や

る

。

 

相

見

「

騒

が

な

き

ゃ

な

ん

も

し

ね

ー

よ

」
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伊

織

「

裕

子

に

何

す

る

の

、

離

し

て

」

 

 
 

 

二

階

堂

、

伊

織

に

ビ

ン

タ

す

る

。

 

二

階

堂

「

だ

ま

れ

」

 

相

見

「

お

と

な

し

く

し

て

ろ

よ

」

 

 
 

 
伊

織

と

裕

子

、

連

れ

て

い

か

れ

る

。

 

 

○

道

(

朝

)
 

 
 

 

航

、

連

れ

て

い

か

れ

る

伊

織

と

裕

子

を

目

撃

す

る

。

 

航

 

「

あ

れ

は

立

川

さ

ん

の

見

舞

い

に

来

て

た

」

 

 
 

 

航

、

絡

み

に

い

く

。

 

航

 

「

お

い

て

め

ぇ

ら

、

な

に

し

て

ん

だ

」

 

二

階

堂

「

誰

だ

、

お

前

」

 

相

見

「

あ

れ

、

北

岡

の

制

服

着

て

ん

じ

ゃ

ん

」

 

航

 

「

北

岡

高

校

二

年

、

武

航

だ

コ

ノ

ヤ

ロ

ー

！

」

 

伊

織

「

・

・

・

無

理

す

ん

な

よ

」

 

航

 

「

黙

っ

て

て

下

さ

い

」

 

裕

子

「

・

・

・

」

 

相

見

「

あ

ー

あ

の

、

立

川

の

金

魚

の

フ

ン

か

」

 

二

階

堂

「

顔

が

、

う

ん

こ

、

み

た

い

」
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相

見

「

は

は

は

、

で

な

ん

の

用

？

」

 

 
 

 

航

、

腕

時

計

や

ネ

ッ

ク

レ

ス

に

目

が

い

く

。

 

航

 

「

ず

い

ぶ

ん

高

そ

う

な

も

ん

身

に

着

け

て

ん

じ

ゃ

ね

ー

か

」

 

二

階

堂

「

だ

か

ら

、

ど

う

し

た

？

」

 

相

見

「

俺

ら

働

い

て

っ

か

ら

さ

」

 

航

 

「

お

前

ら

が

立

川

さ

ん

を

」

 

相

見

「

だ

っ

た

ら

ど

う

す

ん

の

？

」

 

航

 

「

二

人

を

放

せ

」

 

二

階

堂

「

そ

ん

な

こ

と

、

言

っ

て

い

い

の

か

？

容

赦

し

ね

ー

ぞ

」

 

 
 

 

不

良

達

、

伊

織

と

裕

子

に

く

っ

つ

く

。
 

相

見

「

ま

ー

待

て

よ

、

や

っ

ぱ

り

女

だ

と

気

が

引

け

ち

ゃ

っ

て

よ

、

優

し

い

な

ー

俺

も

」

 

二

階

堂

「

優

し

い

、

の

か

」

 

相

見

「

こ

い

つ

な

ら

片

目

ぐ

ら

い

潰

し

て

も

」

 

航

 

「

・

・

・

」

 

 

○

お

好

み

焼

き

屋

・

中

 

 
 

 

航

、

投

げ

ら

れ

、

ガ

ラ

ス

を

割

っ

て

中

に

入
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っ

て

く

る

。

も

う

す

で

に

ボ

コ

ボ

コ

。

 

 
 

 

相

見

と

二

階

堂

、

入

っ

て

く

る

。

 

相

見

「

お

ら

お

ら

ど

う

し

た

！

北

岡

こ

ん

な

も

ん

か

！

」

 

航

 

「

お

、

お

前

ら

な

ん

か

に

、

立

川

さ

ん

が

、

や

ら

れ

る

わ

け

ね

ー

だ

ろ

」

 

相

見

「

今

ど

こ

で

何

し

て

ん

の

立

川

」

 

航

 

「

・

・

・

て

め

ぇ

、

ど

う

せ

卑

怯

な

手

使

っ

た

ん

だ

ろ

、

バ

カ

ヤ

ロ

ー

」

 

 
 

 

航

、

相

見

に

唾

を

吐

く

。

 

相

見

「

カ

ッ

チ

ー

ン

、

あ

ー

ダ

メ

だ

も

う

」
 

 
 

 

相

見

、

二

階

堂

に

目

を

や

る

。

 

 
 

 

二

階

堂

、

鉄

板

の

ガ

ス

栓

か

ら

ホ

ー

ス

を

抜

き

、

航

の

口

に

突

っ

込

む

。

 

 
 

 

相

見

、

ラ

イ

タ

ー

を

航

の

鼻

の

穴

に

持

っ

て

い

き

、

 

相

見
「

片

目

だ

け

じ

ゃ

満

足

で

き

な

い

わ

ー

、
な

ぁ

」 

二

階

堂

「

鼻

と

口

、

ど

っ

ち

も

」

 

相

見

「

ど

っ

ち

も

焼

い

て

や

る

よ

」

 

航

 

「

あ

あ

あ

、

あ

ぁ

ぁ

、

ぁ

、
、
、

ぁ

」
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航

、

気

絶

す

る

。

 

相

見

「

け

っ

、

根

性

ね

ー

な

」

 

 

○

道

・

交

差

点

 

 
 

 
ば

あ

ち

ゃ

ん

(

七

十

代

)

、

買

い

物

袋

を

落

と

し

、

み

か

ん

が

転

が

る

。

 

車

に

ク

ラ

ク

シ

ョ

ン

を

鳴

ら

さ

れ

る

。

 

 
 

 

立

川

、

通

り

が

か

り

み

か

ん

を

拾

い

、

車

に

メ

ン

チ

切

る

。

 

 
 

 

車

、

逃

げ

て

い

く

。

 

立

川

「

は

い

」

 

 
 

 

と

み

か

ん

を

渡

す

。

 

ば

あ

ち

ゃ

ん

「

あ

り

が

と

う

ね

」

 

 
 

 

別

府

、

通

り

が

か

る

。

 

別

府

「

あ

、

立

川

じ

ゃ

ね

ー

か

よ

」

 

立

川

「

・

・

・

」

 

別

府

「

お

前

こ

ん

な

と

こ

で

何

し

て

ん

だ

よ

、

っ

て

か

大

丈

夫

な

の

か

？

」

 

立

川

「

お

前

誰

だ

っ

け

？

」

 

別

府

「

ま

ぁ

そ

う

だ

よ

な

、

転

校

し

て

き

た

別

府

智



56 

 

治

だ

」

 

立

川

「

あ

の

面

白

い

奴

か

」

 

別

府

「

昨

日

文

太

が

や

ら

れ

た

」

 

立

川

「

え

？

」

 

別

府

「

最

近

つ

る

ん

で

て

一

緒

に

居

た

ん

だ

」

 

立

川

「

・

・

・

誰

に

や

ら

れ

た

？

」

 

別

府

「

相

見

と

二

階

堂

っ

て

奴

ら

、

お

そ

ら

く

お

前

を

や

っ

た

の

も

」

 

田

中

の

声

「

立

川

さ

ー

ん

！

」
 

 
 

 

田

中

、

松

葉

杖

で

歩

い

て

い

る

。

 

立

川

「

田

中

か

、

俺

そ

ん

な

に

ボ

コ

ボ

コ

に

し

た

っ

け

？

」

 

田

中

「

さ

っ

き

三

丁

目

で

、

航

が

あ

い

つ

ら

と

」

 

別

府

「

あ

い

つ

ら

？

」

 

田

中

「

二

階

堂

と

相

見

っ

す

」

 

立

川

「

航

が

一

人

で

？

」

 

田

中

「

あ

い

つ

、

震

え

て

ま

し

た

」

 

立

川

「

わ

か

っ

た

」

 

別

府

「

俺

も

行

く

ぜ

、

目

の

前

で

文

太

を

病

院

送

り

に

さ

れ

た

ん

だ

、

黙

っ

て

ら

れ

ね

ぇ

」
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立

川

「

・

・

・

行

く

ぞ

別

府

」

 

別

府

「

お

う

、

く

そ

あ

い

つ

ら

」

 

 
 

 

別

府

、

田

中

の

松

葉

杖

を

へ

し

折

る

。

 

 
 

 

立

川

と

別

府

、

走

っ

て

い

く

。

 

 
 

 
田

中

、

取

り

残

さ

れ

る

。

 

田

中

「

へ

し

折

ら

な

く

て

も

」

 

 

○

お

好

み

焼

き

屋

・

中

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

入

っ

て

く

る

。

 

立

川

「

お

い

！

ど

う

し

た

航

？

」

 

別

府

「

し

っ

か

り

し

ろ

」

 

 
 

 

航

、

目

覚

め

る

。

 

航

 

「

い

、

息

が

」

 

立

川

「

ん

？

」

 

航

 

「

が

、

ガ

ス

、

吸

わ

さ

、

れ

た

」

 

別

府

「

そ

う

い

や

ガ

ス

く

せ

ぇ

な

」

 

 
 

 

航

の

携

帯

が

鳴

る

。

 

 
 

 

航

、

音

を

頼

り

に

携

帯

を

探

す

が

、

手

に

で

き

な

い

。

 

航

 

「

だ

、

だ

め

だ

、

み

、

見

え

な

い

」
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別

府

「

く

そ

っ

、

や

り

す

ぎ

だ

ろ

あ

い

つ

ら

」

 

 
 

 

立

川

、

代

わ

り

に

電

話

に

で

る

。

 

立

川

「

何

だ

」

 

相

見

の

声
「

も

し

も

ー

し

、
ど

う

で

す

か

調

子

は

？

」 

立

川

「

最

悪

だ

よ

」

 

相

見

の

声

「

あ

れ

も

し

か

し

て

立

川

？

死

ん

で

な

か

っ

た

の

ね

、

よ

か

っ

た

よ

か

っ

た

。

っ

て

こ

と

で

明

日

午

後

四

時

、

駅

前

の

交

差

点

で

待

っ

て

る

よ

。

な

ん

か

最

近

、

事

故

が

あ

っ

た

み

た

い

だ

か

ら

、

気

を

付

け

て

ね

ー

」

 

立

川

「

・

・

・

」

 

相

見

の

声

「

あ

れ

、

聞

こ

え

て

る

？

も

う

ケ

ガ

人

だ

し

た

く

な

か

っ

た

ら

・

・

・

絶

対

来

い

よ

」

 

 
 

 

電

話

が

切

れ

る

。

 

 
 

 

伊

織

と

裕

子

、

入

っ

て

く

る

。

 

裕

子

「

二

人

居

た

の

？

っ

て

え

」

 

伊

織

「

立

川

な

に

し

て

ん

の

？

」

 

立

川

「

航

が

」

 

別

府

「

ボ

コ

ボ

コ

に

さ

れ

て

」

 

伊

織

「

き

ゃ

っ

」
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裕

子

「

そ

の

子

が

私

達

助

け

て

く

れ

た

ん

だ

、

連

れ

て

か

れ

る

の

助

け

て

く

れ

た

ん

だ

よ

！

」

 

伊

織

「

噓

で

し

ょ

こ

ん

な

の

」

 

別

府

「

電

話

誰

だ

っ

た

？

」

 

立

川

「

あ

い

つ

ら

だ

よ

」

 

 
 

 

救

急

車

の

サ

イ

レ

ン

が

聞

こ

え

る

。

 

別

府

「

あ

ー

あ

、

だ

り

ぃ

な

ー

。

裕

子

、

航

の

こ

と

頼

ん

だ

わ

」

 

裕

子

「

ち

ょ

、

待

っ

て

よ

」

 

立

川

「

南

、

そ

の

傷

・

・

・

家

で

じ

っ

と

し

て

ろ

よ

」 

伊

織

「

・

・

・

」

 

 
 

 

立

川

と

別

府

、

店

を

出

て

い

く

。

 

 

○

商

店

街

(

夜

)
 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

別

府

、

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

て

い

た

タ

バ

コ

を

思

い

だ

し

、

吸

い

だ

す

。

 

別

府

「

ふ

ー

」

 

立

川

「

俺

に

も

一

本

く

れ

よ

」

 

別

府

「

ま

だ

高

校

生

だ

ろ

？

」
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立

川

「

・

・

・

お

前

も

だ

ろ

？

」

 

別

府

「

・

・

・

そ

う

だ

な

、

高

校

生

だ

っ

た

わ

」

 

 
 

 

別

府

、

立

川

に

タ

バ

コ

を

一

本

渡

し

て

火

を

つ

け

る

。

 

立

川

「

サ

ン

キ

ュ

」

 

別

府

「

前

に

さ

、

こ

こ

で

立

川

が

喧

嘩

し

て

る

の

見

た

こ

と

あ

っ

て

、

や

べ

ー

奴

い

ん

な

っ

て

思

い

な

が

ら

転

校

し

て

き

た

ん

だ

よ

ね

」

 

立

川

「

・

・

・

」

 

別

府

「

で

も

さ

、

そ

ん

な

に

・

・

・

」
 

立

川

「

俺

不

器

用

だ

か

ら

、

上

手

く

喋

れ

な

い

ん

だ

け

ど

よ

」

 

別

府

「

・

・

・

お

う

」

 

立

川

「

こ

う

い

う

見

た

目

で

、

よ

く

喧

嘩

売

ら

れ

て

買

っ

て

た

ら

、

学

校

内

で

恐

が

ら

れ

て

よ

」

 

別

府

「

う

ん

」

 

立

川

「

気

付

い

た

ら

一

匹

狼

に

な

っ

て

た

。

で

も

、

文

太

だ

け

は

普

通

に

話

し

か

け

て

く

れ

た

ん

だ

」

 

別

府

「

・

・

・

」

 

立

川

「

あ

い

つ

に

一

回

聞

い

た

こ

と

あ

ん

だ

よ

」
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別

府

「

え

」

 

立

川

「

何

で

俺

に

話

し

か

け

た

ん

だ

っ

て

」

 

別

府

「

う

ん

」

 

立

川

「

そ

し

た

ら

『

小

さ

い

こ

ろ

犬

に

噛

ま

れ

て

ケ

ガ

し

た

け

ど

、

将

来

は

獣

医

師

に

な

り

た

い

、

そ

ん

な

感

じ

か

な

』

だ

っ

て

さ

」

 

別

府

「

そ

っ

か

」

 

立

川

「

よ

く

わ

か

ん

ね

ー

ん

だ

け

ど

さ

」

 

別

府

「

文

太

ら

し

い

じ

ゃ

ん

」
 

立

川

「

・

・

・

俺

何

で

こ

ん

な

ベ

ラ

ベ

ラ

喋

っ

て

ん

だ

ろ

」

 

別

府

「

え

？

」

 

立

川

「

別

府

の

事

よ

く

知

ら

ね

ー

の

に

」

 

別

府

「

何

で

だ

ろ

う

な

」

 

 

○

別

府

宅

 

 
 

 

別

府

、

部

屋

を

出

て

い

く

。

 

 
 

 

閉

ま

る

ド

ア

に

、

外

国

人

の

セ

ク

シ

ー

な

ポ

ス

タ

ー

が

貼

っ

て

あ

る

。
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○

道

 

 
 

 

立

川

、

歩

い

て

い

る

。

 

 

○

裕

子

宅

 

 
 

 
裕

子

、

ベ

ッ

ド

に

横

に

な

っ

て

い

る

。

 

 

○

ピ

ザ

屋

 

 
 

 

伊

織

、

バ

イ

ト

し

て

い

る

。

 

 

○

道

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

交

差

点

に

向

か

っ

て

歩

い

て

い

る

。

 

 

○

同

・

交

差

点

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

待

っ

て

い

る

。

 

別

府

「

ど

ん

な

高

級

車

で

く

る

ん

だ

」

 

立

川

「

さ

ぁ

な

」

 

 
 

 

軽

ト

ラ

が

一

台

や

っ

て

く

る

。

 

別

府

「

見

覚

え

あ

る

？

」

 

立

川

「

覚

え

て

ね

ー

よ

」
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不

良

５

、

運

転

し

て

い

る

軽

ト

ラ

で

迷

わ

ず

突

っ

込

ん

で

く

る

。

 

別

府

「

あ

れ

だ

！

」

 

 
 

 

二

人

、

軽

ト

ラ

の

両

サ

イ

ド

か

ら

荷

台

に

乗

り

込

む

。

 

 
 

 

車

の

運

転

が

荒

く

振

り

回

さ

れ

る

。

 

 
 

 

が

、

囲

い

が

あ

る

の

で

落

ち

は

し

な

い

。

 

 
 

 

車

が

停

ま

り

荷

台

を

上

げ

始

め

る

。

そ

の

先

に

は

道

路

工

事

現

場

、

深

く

掘

っ

て

あ

る

。

 

別

府

「

お

い

お

い

う

そ

だ

ろ

」

 

 
 

 

荷

台

が

上

が

り

き

っ

た

ま

ま

動

き

出

す

。

 

立

川

「

や

べ

ぇ

」

 

 
 

 

二

人

、

足

が

地

面

に

着

い

た

り

着

か

な

か

っ

た

り

。
落

ち

は

せ

ず

に

何

と

か

粘

っ

て

い

る

。 

別

府

「

立

川

大

丈

夫

か

？

！

」

 

立

川

「

畜

生

！

」

 

 
 

 

し

ば

ら

く

し

て

車

が

停

ま

る

。

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

荷

台

か

ら

降

り

る

。

 

別

府

「

こ

こ

何

処

だ

？

」

 

 
 

 

不

良

５

、

逃

げ

よ

う

と

す

る

が

、

立

川

に

ぶ
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っ

飛

ば

さ

れ

る

。

 

 
 

 

立

川

、
不

良

５

の

靴

を

奪

っ

て

履

き

替

え

る

。

立

川

の

靴

は

踵

が

な

く

な

っ

て

い

る

。

 

 

○

花

や

し

き

・

入

口

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

立

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

相

見

と

二

階

堂

、

不

良

達

が

園

内

に

居

る

。

 

立

川

「

勝

負

は

こ

れ

か

ら

っ

て

わ

け

か

」

 

 
 

 

佐

野

、

横

か

ら

出

て

く

る

。

 

別

府

「

佐

野

？

」

 

佐

野

「

お

と

な

し

く

入

院

し

て

れ

ば

い

い

の

に

」

 

別

府

「

は

？

」

 

立

川

「

新

参

者

が

」

 

別

府

「

新

参

者

？

」

 

立

川

「

あ

い

つ

も

転

校

生

だ

よ

」

 

別

府

「

え

？

」

 

立

川

「

転

校

初

日

に

い

き

な

り

生

徒

会

入

っ

て

き

た

っ

て

誰

か

が

言

っ

て

た

」

 

別

府

Ｍ

「

ま

て

よ

、

も

し

か

し

て

・

・

・

あ

い

つ

も

俺

と

同

じ

」
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佐

野

「

ガ

キ

が

し

ぶ

と

す

ぎ

な

ん

だ

よ

」

 

別

府

「

・

・

・

あ

の

野

郎

」

 

 
 

 

佐

野

ユ

ウ

(
1

7

じ

ゃ

な

く

2
1

)

だ

っ

た

。

 

佐

野

「

僕

の

将

来

の

為

に

、

消

え

て

も

ら

い

ま

す

」

 

 
 

 
不

良

達

、

笑

う

。

 

別

府

「

そ

れ

だ

け

の

為

に

」

 

佐

野

「

そ

れ

だ

け

？

こ

れ

だ

か

ら

バ

カ

は

。

ヒ

ュ

ー

マ

ン

エ

ラ

ー

ヒ

ュ

ー

マ

ン

エ

ラ

ー

」

 

 
 

 

不

良

達

、

笑

う

。

 

別

府

「

俺

ら

何

も

し

て

な

い

だ

ろ

」
 

佐

野

「

ビ

ビ

ら

ず

学

校

に

来

る

か

ら

我

慢

で

き

な

く

て

さ

」

 

別

府

「

金

で

そ

い

つ

ら

動

か

し

て

ぶ

っ

潰

そ

う

っ

て

か

？

」

 

相

見

「

仕

事

だ

よ

。

最

近

は

さ

、

頭

も

使

っ

て

い

か

な

い

と

」

 

別

府

「

殿

見

の

田

中

っ

て

奴

も

、

文

太

も

か

」

 

佐

野
「

何

か

が

起

き

る

前

に

対

処

す

る

、
基

本

で

す

」 

 
 

 

不

良

達

、

笑

う

。

 

 
 

 

黙

っ

て

た

立

川

が

喋

り

だ

す

。
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立

川

「

周

り

の

共

感

は

得

ら

れ

た

か

？

」

 

佐

野

「

あ

？

」

 

立

川

「

言

い

て

ぇ

事

は

終

わ

り

か

っ

て

聞

い

て

ん

だ

よ

」
 

佐

野

「

く

っ

、

や

れ

！

」

 

相

見

「

へ

へ

、

や

っ

ぱ

あ

い

つ

強

そ

う

だ

な

、

二

階

ち

ゃ

ん

、

も

う

一

人

は

よ

ろ

し

く

ね

」

 

二

階

堂

「

う

っ

す

」

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

園

内

に

突

っ

込

む

。

 

二

人

「

お

り

ゃ

あ

あ

あ

あ

あ

！

」

 

 

○

裕

子

宅

・

前

 

 
 

 

裕

子

、

走

っ

て

い

る

。

 

 

○

ピ

ザ

屋

 

 
 

 

伊

織

、

バ

イ

ト

し

て

い

る

。

 

後

輩

「

あ

、

南

先

輩

、

そ

こ

違

い

ま

す

よ

ー

」

 

伊

織

「

あ

、

ご

め

ん

。

ボ

ー

っ

と

し

て

て

」

 

後

輩

「

・

・

・

文

太

さ

ん

、

キ

ャ

ラ

じ

ゃ

な

い

の

に

ど

う

し

た

ん

で

す

か

ね

」
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伊

織

「

・

・

・

ね

」

 

後

輩

「

私

が

言

う

の

も

な

ん

で

す

け

ど

」

 

伊

織

「

う

ん

」

 

後

輩

「

男

っ

て

バ

カ

で

す

よ

ね

」

 

伊

織

「

そ

う

だ

ね

」

 

後

輩

「

聞

い

て

く

だ

さ

い

よ

、

こ

な

い

だ

弟

が

」

 

 

○

花

や

し

き

・

園

内

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

暴

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

次

々

に

不

良

達

を

倒

し

て

い

く

。

 

 
 

 

殿

見

の

田

中

が

、

殿

見

生

達

に

神

輿

で

担

が

れ

な

が

ら

や

っ

て

く

る

。

 

立

川

「

あ

れ

」

 

別

府

「

無

理

し

ち

ゃ

っ

て

」

 

田

中

「

殿

見

の

底

力

、

見

せ

て

や

れ

ー

！

」

 

殿

見

生

達

「

う

お

お

お

ぉ

ぉ

！

」

 

 
 

 

田

中

、

神

輿

を

担

ぐ

奴

が

居

な

く

な

っ

て

落

ち

る

。

 

田

中

「

う

お

お

お

ぉ

ぉ

！

」

 

 
 

 

別

府

、

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

に

乗

り

な

が
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ら

隣

の

不

良

を

殴

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

立

川

、

ス

ワ

ン

の

上

で

殴

っ

て

、

不

良

を

水

に

落

と

す

。

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

ビ

ッ

ク

リ

ハ

ウ

ス

に

不

良

達

を

ま

と

め

て

押

し

込

み

、

頭

ク

ラ

ク

ラ

し

て

出

て

き

た

と

こ

ろ

を

、

ま

と

め

て

ぶ

っ

飛

ば

す

。

 

 
 

 

色

ん

な

と

こ

ろ

で

、

色

ん

な

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

、

喧

嘩

し

て

い

る

。
 

 

○

同

・

お

化

け

屋

敷

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

そ

れ

ぞ

れ

喧

嘩

し

て

い

る

。

 

 
 

 

航

の

姿

が

見

え

て

、

 

別

府

「

お

、

お

い

立

川

、

こ

っ

ち

」

 

立

川

「

ど

う

し

た

？

」

 

別

府

「

お

ば

け

が

い

る

」

 

立

川

「

お

ば

け

？

」

 

別

府

「

う

わ

あ

あ

あ

あ

！

」

 

立

川

「

ど

う

し

た

」

 

 
 

 

二

人

、

お

化

け

屋

敷

か

ら

出

て

い

く

。
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○

同

・

同

・

前

 

 
 

 

別

府

と

立

川

、

出

て

く

る

。

 

別

府

「

や

め

て

く

れ

」

 

 
 

 
航

、

歩

い

て

く

る

。

 

 
 

 

日

に

当

た

っ

た

と

こ

ろ

で

見

る

と

、

普

通

に

生

き

て

い

る

航

。

 

航

 

「

立

川

さ

ん

、

や

っ

ぱ

こ

こ

に

居

た

」

 

立

川

「

お

う

」

 

航

 

「

暴

走

し

て

い

る

車

が

い

る

っ

て

聞

い

て

」

 

立

川

「

身

体

大

丈

夫

な

の

か

？

」

 

航

 

「

な

ん

か

酸

素

足

り

て

な

か

っ

た

だ

け

み

た

い

で

、

酸

素

吸

っ

た

ら

速

攻

で

治

り

ま

し

た

」

 

別

府

「

包

帯

グ

ル

グ

ル

巻

き

で

お

化

け

屋

敷

入

っ

て

く

ん

じ

ゃ

ね

ー

よ

」

 

 
 

 

別

府

、

航

を

ぶ

っ

飛

ば

す

。

 

 
 

 

航

、

田

中

の

隣

に

倒

れ

る

。

 

立

川

「

ま

だ

大

丈

夫

じ

ゃ

ね

ー

な

」

 

別

府

「

立

川

」

 

 
 

 

別

府

、

首

で

先

を

指

す

。
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相

見

と

二

階

堂

、

立

っ

て

い

る

。

 

 

○

道

(

夕

)
 

 
 

 

裕

子

、

走

っ

て

い

る

。

 

 
 

 
伊

織

、

ピ

ザ

屋

の

バ

イ

ク

で

走

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

裕

子

、

伊

織

を

見

つ

け

る

。

 

裕

子

「

え

、

伊

織

？

な

ん

で

バ

イ

ク

？

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

よ

ー

！

航

も

っ

と

早

く

連

絡

し

ろ

よ

」

 

 

○

花

や

し

き

・

園

内

(

夕

)
 

 
 

 

別

府

と

立

川

、
相

見

と

二

階

堂

、
歩

み

寄

る

。

 

立

川

「

そ

こ

で

見

て

ろ

お

前

ら

」

 

別

府

「

あ

い

つ

ら

に

は

借

り

が

あ

る

」

 

相

見

「

来

い

よ

、

立

川

」

 

二

階

堂

「

ふ

ん

ふ

ん

ふ

ん

」

 

 
 

 

四

人

、

喧

嘩

が

始

ま

る

。

 

航
「

立

川

さ

ん

、
立

っ

て

る

の

が

や

っ

と

な

ん

じ

ゃ

」 

 

○

同

・

同

・

立

川

サ

イ

ド

(

夕

)
 

 
 

 

立

川

と

相

見

、

激

し

い

喧

嘩

。
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立

川

「

俺

ら

に

喧

嘩

売

っ

た

こ

と

後

悔

す

ん

な

よ

」

 

相

見

「

後

悔

？

し

た

こ

と

ね

ー

よ

そ

ん

な

も

ん

」

 

 
 

 

立

川

、

押

さ

れ

気

味

、

 

立

川

「

や

べ

、

頭

グ

ラ

グ

ラ

だ

」

 

 
 

 
立

川

、
相

見

の

右

ミ

ド

ル

キ

ッ

ク

を

受

け

る

。 

 
 

 

立

川

、

相

見

の

右

脚

を

離

さ

な

い

が

吐

血

す

る

。

 

立

川

「

一

回

ぐ

ら

い

し

と

い

た

方

が

い

い

ぞ

」

 

相

見

「

は

？

」

 

立

川

「

違

う

世

界

が

見

え

っ

か

ら

」
 

相

見

Ｍ

「

や

ば

、

足

が

抜

け

」

 

立

川

「

医

者

の

言

う

事

は

、

ち

ゃ

ん

と

聞

き

ま

し

ょ

う

ね

」

 

 
 

 

相

見

、

立

川

の

渾

身

の

右

ス

ト

レ

ー

ト

に

倒

れ

る

。

 

 
 

 

伊

織

、

や

っ

て

く

る

。

 

伊

織

「

ね

ぇ

！

」

 

立

川

「

え

、

南

？

な

ん

で

ヘ

ル

メ

ッ

ト

？

」

 

伊

織

「

私

を

配

達

し

て

き

た

」

 

立

川

「

・

・

・

あ

っ

そ

」
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○

同

・

同

・

別

府

サ

イ

ド

(

夕

)
 

 
 

 

別

府

と

二

階

堂

、

激

し

い

喧

嘩

。

 

別

府

「

今

ま

で

は

年

齢

差

で

何

と

か

な

っ

て

た

だ

け

か

、

レ

ベ

ル

違

う

わ

」

 

二

階

堂

「

ど

う

し

た

、

チ

ェ

リ

ー

野

郎

」

 

 
 

 

別

府

、

ボ

デ

ィ

ブ

ロ

ー

を

も

ら

う

。

 

別

府

「

吐

き

そ

う

、

こ

ん

な

辛

い

こ

と

し

て

ま

で

」

 

別

府

Ｍ

「

あ

れ

？

俺

ど

う

し

て

教

師

に

な

り

た

い

ん

だ

っ

け

？

」

 

 
 

 

別

府

、

防

戦

一

方

。

 

二

階

堂

「

ふ

ん

ふ

ん

」

 

別

府

Ｍ
「

必

死

こ

い

て

勉

強

し

て

大

学

入

っ

て

ま

で

、

ど

う

し

て

な

ろ

う

と

思

っ

た

ん

だ

」

 

二

階

堂

「

早

く

、

く

た

ば

れ

」

 

別

府

Ｍ

「

あ

そ

う

か

、

消

去

法

だ

、

他

に

や

り

た

い

こ

と

な

ん

て

な

か

っ

た

ん

だ

」

 

別

府

「

別

に

い

い

じ

ゃ

ね

ぇ

か

よ

」

 

 
 

 

別

府

、

二

階

堂

の

パ

ン

チ

を

止

め

る

。

 

別

府

「

な

っ

て

辞

め

た

き

ゃ

辞

め

て

や

る

よ

」
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別

府

と

二

階

堂

、

再

び

激

し

い

喧

嘩

 

二

階

堂

「

チ

ェ

リ

ー

、

の

く

せ

に

」

 

別

府

「

言

っ

と

く

が

俺

は

た

だ

の

チ

ェ

リ

ー

じ

ゃ

ね

ぇ

」
 

二

階

堂

「

ん

？

」

 

別

府

「

ア

メ

リ

カ

ン

チ

ェ

リ

ー

だ

バ

カ

野

郎

！

」

 

 
 

 

別

府

、

回

し

蹴

り

で

二

階

堂

を

倒

す

。

 

 
 

 

裕

子

、

や

っ

て

く

る

。

 

別

府

「

え

、

裕

子

？

」

 

裕

子

「

・

・

・

」

 

 
 

 

裕

子

、

無

言

で

別

府

を

ツ

ン

ツ

ン

す

る

。

 

別

府

「

い

た

、

痛

い

っ

て

」

 

 

○

同

・

同

・

階

段

(

夕

)
 

 
 

 

佐

野

、

座

っ

て

笑

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

別

府

と

裕

子

、
立

川

と

伊

織

、
や

っ

て

く

る

。

 
 

 

文

太

、

パ

ン

ダ

カ

ー

に

乗

っ

て

く

る

。

 

文

太

「

ど

う

し

た

よ

佐

野

、

そ

ん

な

リ

ン

リ

ン

気

分

で

よ

」

 

別

府

「

リ

ン

リ

ン

気

分

じ

ゃ

な

く

て

ル

ン

ル

ン

気

分
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な

」

 

文

太

「

佐

野

生

徒

会

長

、

ラ

ン

ラ

ン

気

分

で

調

子

良

さ

そ

う

だ

な

」

 

別

府

「

だ

か

ら

ル

ン

ル

ン

な

、

さ

っ

き

か

ら

パ

ン

ダ

の

名

前

み

て

ー

じ

ゃ

ね

ー

か

」

 

立

川

「

白

黒

は

っ

き

り

つ

け

よ

う

ぜ

」

 

文

太

「

パ

ン

ダ

だ

け

に

な

」

 

伊

織

「

大

丈

夫

な

の

文

太

」
 

裕

子

「

航

と

一

緒

に

来

た

ら

し

い

け

ど

、

身

体

動

か

な

い

ん

だ

っ

て

さ

」

 

佐

野

「

相

見

と

二

階

堂

ま

で

、

く

そ

」

 

 
 

 

立

川

、

佐

野

の

方

に

歩

い

て

い

く

。

 

佐

野

「

今

の

、

お

前

ぐ

ら

い

な

ら

、

俺

だ

っ

て

」

 

立

川

、

佐

野

の

胸

ぐ

ら

を

掴

む

。

 

佐

野

「

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

れ

。

か

、

金

な

ら

い

く

ら

で

も

や

る

か

ら

よ

」

 

立

川

「

行

く

ぞ

」

 

 
 

 

佐

野

、

宙

に

浮

く

。

 

佐

野

「

わ

、

悪

か

っ

た

。

や

、

辞

め

て

く

れ

ー

！

」

 

文

太

「

耳

塞

げ

」
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立

川

、

怒

号

一

発

。

 

 
 

 

佐

野

、

泡

吹

い

て

倒

れ

る

。

 

別

府

「

大

声

だ

け

」

 

文

太

「

勝

て

ね

ー

わ

こ

り

ゃ

」

 

 
 

 
五

人

、

夕

日

に

包

ま

れ

る

。

 

 

○

同

・

入

口

(

夜

)
 

 
 

 

立

川

と

伊

織

、

別

府

が

文

太

を

抱

え

て

裕

子

と

、

五

人

で

歩

い

て

い

る
 

 
 

 

立

川

、

倒

れ

そ

う

に

な

り

、

伊

織

に

も

た

れ

か

か

る

。

 

伊

織

「

大

丈

夫

？

」

 

立

川

「

・

・

・

大

丈

夫

・

・

・

じ

ゃ

な

い

」

 

伊

織

「

・

・

・

そ

っ

か

」

 

立

川

「

送

っ

て

っ

て

く

れ

」

 

伊

織

「

う

ん

」

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

裕

子

が

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。

 

別

府

「

俺

ら

、

文

太

病

院

に

送

っ

て

く

る

わ

」

 

裕

子

「

も

う

無

理

し

な

い

よ

う

に

、

ち

ゃ

ん

と

見

張
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ら

な

い

と

ね

」

 

別

府

「

じ

ゃ

あ

な

」

 

裕

子

「

伊

織

も

立

川

の

事

見

張

っ

と

く

ん

だ

よ

ー

」

 

 
 

 

別

府

と

文

太

、

裕

子

が

去

っ

て

い

く

。

 

 
 

 
文

太

、

無

言

の

背

中

で

手

を

振

る

。

 

立

川

「

っ

へ

」
 

伊

織

「

行

こ

っ

か

」
 

 

○

商

店

街

(

夜

)
 

 
 

 

別

府

と

裕

子

、

文

太

を

病

院

に

送

り

届

け

帰

っ

て

い

る

。

 

別

府

「

・

・

・

」

 

別

府

Ｍ
「

大

学

生

と

高

校

生

、
や

っ

ぱ

ま

ず

い

か

な

」 

裕

子

「

・

・

・

」

 

別

府

「

な

ん

か

1
8

歳

か

ら

成

人

に

な

る

ら

し

い

よ

」 

裕

子

「

そ

う

み

た

い

だ

ね

」

 

別

府

「

・

・

・

あ

の

さ

」

 

裕

子

「

別

府

は

さ

、

年

上

の

女

性

と

年

下

の

女

性

ど

っ

ち

が

好

き

？

」

 

別

府

「

年

下

、

断

然

年

下

っ

し

ょ

。

も

ち

ろ

ん

タ

メ
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で

も

全

然

お

っ

け

」

 

裕

子

「

ふ

ー

ん

」

 

別

府

「

え

、

な

に

」

 

裕

子

「

ロ

リ

コ

ン

」

 

 
 

 
裕

子

、

走

っ

て

い

く

。

 

別

府

「

お

い

、

な

ん

だ

よ

ー

！

」

 

 

○

電

車

・

車

内

(

夜

)
 

 
 

 

立

川

と

伊

織

、

座

っ

て

い

る

。

 

伊

織

「

遅

く

な

っ

ち

ゃ

っ

た

ね

」

 

立

川

「

お

う

」

 

 
 

 

窓

に

二

人

の

顔

が

反

射

す

る

。

 

伊

織

「

ひ

ど

い

顔

」

 

立

川

「

本

当

だ

な

」

 

 
 

 

駅

に

着

き

、

車

内

放

送

が

流

れ

る

。

 

放

送

「

こ

の

電

車

は

車

庫

行

き

の

為

、

こ

の

先

ご

乗

車

に

な

れ

ま

せ

ん

、

お

気

を

つ

け

下

さ

い

」

 

伊

織

「

え

、

う

そ

、

も

う

そ

ん

な

時

間

？

」

 

立

川

「

動

け

ね

ー

よ

」

 

 
 

 

車

掌

が

車

内

チ

ェ

ッ

ク

を

し

に

く

る

。

 



78 

 

車

掌
「

お

客

様

、
降

り

て

く

だ

さ

ー

い

、
終

点

で

す

」 

 
 

 

立

川

、

車

掌

と

目

が

合

う

。

 

 
 

 

車

掌

は

、

ば

ぁ

ち

ゃ

ん

に

ク

ラ

ク

シ

ョ

ン

を

鳴

ら

し

た

、

あ

の

時

の

運

転

手

。

 

 
 

 
車

掌

、

電

車

か

ら

降

り

る

。

 

車

掌

「

チ

ェ

ッ

ク

よ

ー

し

、

発

車

」

 

 
 

 

電

車

、

ド

ア

が

閉

ま

り

動

き

出

す

。

 

伊

織

「

え

、

え

、

い

い

の

」
 

 
 

 

立

川

、

伊

織

の

手

を

握

る

。

 

 
 

 

立

川

と

伊

織

、

ま

だ

座

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

車

内

の

電

気

が

消

え

る

。

 

 
 

 

電

車

の

窓

に

は

も

う

、

顔

は

反

射

し

な

い

。

 

 
 

 

外

が

良

く

見

え

る

幻

想

的

で

懐

か

し

い

風

景

。 

立

川

「

ご

め

ん

」

 

伊

織

「

え

？

」

 

立

川

「

そ

の

キ

ズ

」

 

伊

織

「

・

・

・

大

丈

夫

だ

よ

」

 

立

川

「

伊

織

の

事

、

守

れ

な

く

て

ご

め

ん

」

 

伊

織

「

・

・

・

も

う

守

ん

な

く

て

い

い

よ

」

 

立

川

「

え

？

」
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伊

織

「

守

ん

な

く

て

い

い

か

ら

さ

・

・

・

恭

介

」

 

 
 

 

伊

織

、

立

川

を

見

つ

め

る

。

 

立

川

「

・

・

・

」

 

伊

織

「

奪

っ

て

よ

」

 

 
 

 
街

の

ネ

オ

ン

が

少

し

差

し

込

む

車

内

。

 

 
 

 

立

川

、

伊

織

に

チ

ュ

ー

を

す

る

。

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

１

組
 

 
 

 

英

語

の

授

業

中

。

 

 
 

 

立

川

、

寝

て

い

る

。

 

 

○

同

・

校

庭

 

 
 

 

体

育

祭

。

 

 
 

 

ゼ

ッ

ケ

ン

が

結

べ

な

い

文

太

を

手

伝

う

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

。

 

 
 

 

重

た

い

荷

物

を

持

っ

て

あ

げ

る

立

川

。

 

 
 

 

み

ん

な

で

綱

引

き

。

 

 

○

同

・

３

年

１

組

 

 
 

 

立

川

、

掃

除

を

し

て

い

る

。
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○

同

・

体

育

館

 

 
 

 

一

学

期

終

業

式

。

 

 

○

同

・

廊

下
 

 
 

 

騒

い

で

い

る

生

徒

達

。

 

別

府

Ｍ

「

消

去

法

じ

ゃ

、

な

い

の

か

も

な

」

 

 
 

 

別

府

、

一

人

で

帰

っ

て

い

く

。

 

 
 

 

立

川

、

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。

 

 

○

別

府

宅

(

朝

)
 

 
 

 

別

府

、

ド

ア

を

叩

く

音

に

目

を

覚

ま

す

。
 

別

府

「

な

ん

だ

」

 

 

○

同

・

玄

関

 

 
 

 

別

府

、

ド

ア

を

開

け

る

。

 

 
 

 

川

古

が

居

て

、

 

川

古

「

よ

っ

」

 

別

府

「

ま

た

お

前

か

よ

」

 

川

古

「

川

古

史

也

で

す

」
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別

府
「

な

ん

だ

よ

、
っ

て

か

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

使

え

よ

」 

川

古
「

そ

う

言

わ

さ

ん

な

っ

て

、
今

晩

空

い

て

る

？

」 

別

府

「

今

晩

？

な

に

麻

雀

？

」

 

川

古

「

違

う

」

 

別

府

「

ボ

ウ

リ

ン

グ

？

」

 

川

古

「

違

う

」
 

別

府

「

・

・

・

合

コ

ン

？

」

 

 
 

 

川

古

、

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

を

押

す

。

 

別

府

「

え

？

」

 

川

古

「

だ

か

ら

合

コ

ン

だ

っ

て

」

 

別

府

「

マ

ジ

で

？

本

当

に

合

コ

ン

？

」

 

 
 

 

川

古

、

再

度

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

を

押

す

。
 

別

府

「

う

そ

」

 

川

古

「

前

回

中

止

に

な

っ

た

足

立

大

学

の

、

人

数

集

ま

っ

た

か

ら

改

め

て

開

催

で

す

」

 

別

府

「

俺

た

ち

の

青

春

は

終

わ

っ

て

な

か

っ

た

か

」

 

 

○

居

酒

屋

(

夜

)
 

 
 

 

別

府

と

川

古

含

め

、

男

４

人

座

っ

て

い

る

。

 

大

学

生

１

「

ち

ゃ

ん

と

来

た

な

別

府

」
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大

学

生

２

「

前

回

の

事

あ

ん

だ

か

ら

被

っ

た

ら

譲

れ

よ

な

」

 

別

府

「

悪

か

っ

た

っ

て

」

 

川

古

「

あ

、

き

た

」

 

 
 

 
女

子

４

人

到

着

。

 

女

子

１

「

お

待

た

せ

ー

」

 

女

子

２

「

遅

れ

て

す

み

ま

せ

ん

」

 

女

子

３

「

初

め

ま

し

て

ー

」
 

大

学

生

１

「

む

っ

ち

ゃ

可

愛

い

じ

ゃ

ん

」

 

大

学

生

２

「

さ

す

が

足

立

大

学

」

 

裕

子

「

す

み

ま

せ

ん

遅

く

な

り

」

 

 
 

 

別

府

と

裕

子

(
1

7

じ

ゃ

な

く

2
1

)

、
目

が

合

う

。 

二

人

「

あ

ー

！

」

 

 

○

通

学

路

 

 
 

 

桜

が

散

っ

て

い

る

。

 

校

長

Ｎ

「

別

府

智

治

殿

、

こ

の

度

は

、

わ

が

校

の

教

員

採

用

試

験

を

受

け

て

い

た

だ

き

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

各

先

生

方

に

確

認

し

た

と

こ

ろ

、

勉

強

へ

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

、

変

化

は

見
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ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

 

○

北

岡

高

校

・

３

年

１

組

 

 
 

 

校

風

が

『

自

由

・

個

性

・

協

力

』

に

な

っ

て

い

る

。

 

校

長

Ｎ

「

し

か

し

、

以

前

に

比

べ

て

生

徒

達

が

、

協

調

性

を

身

に

着

け

た

と

報

告

が

あ

り

ま

し

た

。

我

々

と

し

て

も

初

め

て

の

試

み

だ

っ

た

の

で

、

ま

ー

合

格

と

い

う

事

に

し

ま

ー

す

。

う

ち

で

良

け

れ

ば

き

て

く

だ

さ

ー

い

」

 

 
 

 

立

川

、

窓

の

外

を

見

て

い

る

。

 

 
 

 

文

太

、

や

っ

て

き

て

、

 

文

太

「

恭

介

見

ろ

よ

コ

レ

」

 

 
 

 

文

太

、

卒

業

ア

ル

バ

ム

を

開

く

。

 

 
 

 

３

年

１

組

の

集

合

写

真

に

、

吹

き

出

し

で

追

加

さ

れ

た

別

府

の

写

真

。

 

立

川

「

な

ん

で

ス

ー

ツ

着

て

ん

だ

」

 

文

太

「

な

、

急

に

居

な

く

な

っ

た

と

思

っ

た

ら

」

 

 
 

 

伊

織

、

や

っ

て

き

て

、

 

伊

織

「

見

て

み

て

、

裕

子

が

映

っ

て

る

の

」
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文

太

「

本

当

だ

、

別

府

と

一

緒

で

ス

ー

ツ

じ

ゃ

ん

」

 

伊

織

「

え

、

別

府

も

映

っ

て

る

の

」

 

立

川

「

・

・

・

何

し

て

ん

だ

か

」

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

《

完

》

 


